
令和2年度

一般入試学生募集要項

＊ 教育学部
＊ 地域科学部
＊ 医 学 部
＊ 工 学 部
＊ 応用生物科学部

（出願期間）令和2年1月27日（月）～2月5日（水）17時必着
※出願にあたって，インターネット出願サイトでの登録（入力可能期間1月
27日（月）10時～2月5日（水）13時）及び検定料の支払いが必要です。
出願書類の提出は郵送に限ります。
出願期間後に到着したものは受理できません。ただし，2月3
日（月）以前（2/3を含む）の発信局（日本国内）消印のある簡
易書留速達郵便に限り，期間後に到着した場合でも受理します。

【重　　要】

〈問い合わせ先一覧〉　※質問等は，原則として志願者本人がお問い合わせください。

志 望 学 部 等 担　　当　　係 電話番号（直通） 所　在　地

入試の全般的なこと 学 務 部 入 試 課 058-293-2156，2157，2180

〒 501-1193
岐阜市柳戸 1 番 1

教 育 学 部 教 育 学 部 学 務 係 058-293-2359，2206

地 域 科 学 部 地 域 科 学 部 学 務 係 058-293-3025，3009

工 学 部 工 学 部 学 務 係 058-293-2371，2372

応 用 生 物 科 学 部 応用生物科学部学務係 058-293-3409，2838

医 学 部 医 学 科 医学部医学科学務係 058-230-6075，6077 〒 501-1194
岐阜市柳戸 1 番 1医 学 部 看 護 学 科 医学部看護学科学務係 058-293-3217，3218

月曜日～金曜日（年末年始・祝日等を除く。）9：00 から 17：00 まで
岐阜大学ホームページ　https://www.gifu-u.ac.jp/

　試験当日（2 月 25 日，3 月 12 日のみ）における受験上の留意事項等のお知らせを，2 月 20 日頃
までに岐阜大学ホームページに掲載します。予告なく更新することがありますので，受験前は特
に注意してください。

令和元年 11 月発行　編集：岐阜大学学務部入試課
インターネット出願サイトでの入力は必ず志願者本人が行ってください。

問い合わせは，原則として志願者本人からしてください。



Ｑ&Ａ
　よくある質問を挙げました。参考にしてください。

成績請求票の紛失について
Ｑ：大学入試センター試験の成績請求票を紛失したのですが，どうしたらいいですか。
Ａ：大学入試センター発行の「受験案内」に基づき，至急，大学入試センターへ再発行の手続きをとってく

ださい。

出願書類受理の問い合わせ
Ｑ：出願書類が岐阜大学にちゃんと届いたか，心配なのですが。
Ａ：出願書類が到着し，整理が済み次第，インターネット出願サイトで確認することができます。電話によ

る確認には応じません。
　　　なお，書留の受領証に記載されている引受番号を用いて，日本郵便（株）の郵便追跡システムによる

配達状況の確認ができます（簡易書留は引き受けと配達のみ）。詳しくは日本郵便（株）のホームペー
ジをご覧ください。

インターネット出願について
Ｑ：氏名や住所の漢字が，登録の際にエラーになってしまいます。
Ａ：氏名や住所などの個人情報を入力する際に，JIS 第１水準・第２水準以外の漢字は登録エラーになる場

合があります。その場合は，代替の文字を入力してください。〈例〉髙木→高木　　山﨑→山崎

Ｑ：ポップアップがブロックされ画面が表示できません。
Ａ：Google ツールバーや Yahoo! ツールバーなどポップアップブロック機能を搭載しているツールバーをイ

ンストールしている場合，ポップアップ画面が表示されない場合があります。本学のインターネット出
願サイト（www.postanet.jp）のポップアップを常に許可するよう設定してください。

Ｑ：プリンターが自宅にない場合は，どうしたら良いですか？
Ａ：プリンターが自宅にない場合は，学校やコンビニエンスストア等で印刷できるか確認してください。

Ｑ：コンビニ・ペイジーでの支払いに必要な番号を忘れました。
Ａ：インターネット出願サイトにログインすると，支払番号の確認画面を再表示できます。
　　なお，支払期限を過ぎると，登録した内容での検定料の支払いができなくなります。

Ｑ：出願登録後に出願内容を変更することはできますか？
Ａ：検定料支払い後の出願情報（入試制度，学部学科，受験科目等）の変更は認めません。出願登録時に間

違いがないよう確認してください。クレジットカード支払いの場合，出願登録と同時に検定料の支払い
が完了しますので，とくに注意してください。コンビニ・ペイジー支払いの場合は，検定料を支払う前
であれば，既に登録した出願情報を放棄し，もう一度，最初から出願登録を行うことで変更可能です。
再度，出願登録を行った際のログイン ID と支払に必要な番号を使って，出願書類の郵送と検定料の支
払いを行う必要があります。
※検定料支払い後に，出願情報の住所・氏名・電話番号等に誤りがあることがわかった場合は，入学
志願票の訂正する箇所に 2本線を引き，訂正印を押して，近くの箇所に正しく記入してください。

Ｑ：クレジットカードの名義人が志願者本人ではないですが使えますか？
Ａ：志願者本人の名義でなくても差し支えありません。

Ｑ：検定料を支払った際の領収書は送付する必要がありますか？
Ａ：送付の必要はありません。大切に保管してください。

Ｑ：インターネット出願サイトの「出願確認」から出願状況を確認した際に、写真が「未承認」と表示され
ていますが、どうしたら良いですか？

Ａ：本学で顔写真データが確認前である表示です。本学で顔写真データに不備がないことを確認した場合は、
登録したメールアドレスに確認メールが自動送信されます。確認が終わるまで、お待ちください。

　　　なお、顔写真データに不備がある場合は、再度登録する旨の連絡メールが届くので、その場合は改め
て顔写真の登録をお願いします。
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大学入試センター試験

試験日：令和 2年 1月 1 8 日（土）・ 1月 1 9 日（日）

	 一 般 入 試（個別学力検査等）

1　入学者選抜関係日程

前　期　日　程 後　期　日　程

緊急の事態（地震による交通障害等）により，やむを得ず入学試験の実施を延期，変更する場合には，岐
阜大学のホームページにてお知らせします。また，情報の更新にはご注意ください。

入学式：　4月 7日（火）

出願情報の登録：令和 2年 1月 27 日（月）10 時～ 2月 5日（水）13 時
※出願にあたって，志願者がインターネット出願サイトで志願者情報等を登録する必要があります。
※インターネット出願登録を行っただけでは出願したことになりません。

検定料の納付：出願登録した翌日の 23 時 59 分まで（2月 5日（水）は 13 時 00 分まで）

出願期間：　令和 2 年 1月 2 7 日（月）～ 2月 5 日（水） 1 7 時必着
※出願書類は郵送（簡易書留速達郵便）のみ受理（持参は受け付けません）
※出願期間後に到着したものは受理しません。ただし，2月 3日（月）以前（2/3 を含む）の消印のある
簡易書留速達郵便に限り，期間後に到着した場合でも受理します。

第 1 段階選抜の結果発表
（医学部医学科のみ）

2 月 12 日（水）

個別学力検査等
2 月 25 日（火），26 日（水）

※ 2月 26 日（水）は，教育学部実技検査，医
学部医学科面接

個別学力検査等
3 月 12 日（木），13 日（金）

※ 3月 13 日（金）は，医学部医学科面接

合格者発表
3 月 21 日（土）10 時

入学手続期限
3 月 27 日（金）

合格者発表
3 月 6 日（金）12 時

入学手続期限
3 月 15 日（日）

追加合格（入学手続完了者が入学定員に満たないとき）
3 月 28 日（土）～ 3 月 31 日（火）

合格通知書の交付・入学手続

第 1 段階選抜の結果発表
（医学部医学科のみ）

2 月 12 日（水）
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2　アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）

岐 阜 大 学
　岐阜大学は，自然豊かな 1つのキャンパスで，幅広い分野において「学び，究め，貢献する」人材を育てます。
　大学での学修に必要な基礎知識と技能を備えており，次のような人の入学を期待しています。
 　1．知的好奇心にあふれ，自ら進んで学ぼうとする人
 　2．さまざまな見方や論理的な考え方ができる人
 　3．相手の意見を聴き，自分の考えを伝えることができる人
 　4．積極的に課題を探求しようとする人
 　5．これからの地域や国際社会で活躍したい人

教 育 学 部
〈基本理念〉
　岐阜大学教育学部は，岐阜県を中心として活躍する，優れた専門的知見と指導能力をもつ教員，ならびに社会の多様な学習要求に応
える教育専門職及び教育関係者の養成を目的とする学部です。本学部は，教育を通じて，平和で豊かな世界の実現に貢献する人材を育
成します。
〈求める学生像〉
［知識・技能］
　大学での学修に必要な教科・科目の基礎知識，実技系においてはその基礎的実践能力を有する人
［思考力・判断力］
　知識・技能を批判的に継承しつつ，多様かつ創造的な思考・判断ができる人
［表現力］
　子どもや保護者をはじめ社会の様々な人の声に耳を傾け，自分の考えを適切に表現できる能力をもつ人
［主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度］
　大学ならびに教育実践の場における様々な学修を通じて，自ら進んで他者と協働し，教職に対するよりよい理解を得ようとする人
［その他の教育学部が求める要素］
　・豊かな人間性の上に，教育に対する情熱と責任感を有する人
　・岐阜県を中心とした教育現場で活躍できる人
　　（推薦入学Ⅱ特別入試（ぎふ清流入試）においては，岐阜県内の教員として活躍できる人）

学力の３要素等
選抜方法及び入試区分 知識・技能 思考力・判断力 表現力 主体性を持って多様な

人々と協働して学ぶ態度
その他の教育学部
が求める要素

選
抜
方
法
ご
と
の
見
る
力

前
期
日
程

センター試験 ◎ ○
個別学力試験 ○ ◎ ○
実技検査（音・美・体） ◎ ◎
面接（美術のみ） ◎ ○ ◎ ◎

後
期
日
程

センター試験 ◎ ○
個別学力試験（音・体を除く） ○ ◎ ○
実技検査（音・体） ◎ ◎

推
薦
Ⅱ

センター試験 ◎ ○
推薦書 ○ ○ ○ ○ ○
学修計画書 ◎

面接 個人 ◎ ○ ◎ ◎ ○
集団 ○ ◎ ◎

音楽歴調書（音） ◎
作品（美） ◎ ◎
運動歴調書（体） ◎
調査書 ○

　◎は，より重点的に見る項目を示しています。

地域科学部
〈教育理念・目標〉
　地域科学部は，「地域」がキーワードとなるさまざまな社会的及び文化的課題について，人文科学，社会科学ならびに自然科学の基礎
学力をもとにして，総合的に考究する能力を育てることを目標としています。これにより発展的な地域創成や，豊かな社会形成に貢献
でき，リーダーシップを発揮できる人の育成を目指します。
〈求める学生像〉
　このような理念・目標のもと本学部の学生には，主に次のような資質を持っていることを望みます。
 1．人間社会の営みや自然との関わりに深い関心を持っている。
 2．物事をさまざまな視点から総合的かつ論理的に考えることができる。
 3．自ら課題を見つけ，その課題に対して積極的に取り組もうとする意欲を持っている。
 4．他者の考えをよく理解し，自己の意見を表現する能力を持っている。
 5．幅広い学問分野を学びながら，自己の専門分野を次第に決定してゆきたいという意欲を持っている。

〈学力の３要素について〉
　本学部は，学力の３要素のどの要素も重視しています。知識・技能，思考力・判断力，表現力，主体性を持って多様な人々と協働し
て学ぶ態度，その他の要素を相互に関連付け，相互に補い合うように学んでくることを期待しています。
［知識・技能］
　人間・社会の営みや自然との関わりに基礎的な知識，技能を持っている。



― 4―

2
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
入
学
者
受
入
方
針
）

［思考力・判断力］
　さまざまな視点から総合的かつ論理的に物事を考えることができる。
　自ら課題を見つけ，その課題に対して積極的に取り組もうとする意欲を持っている。
［表現力］
　他者の考えをよく理解し，自己の意見を表現できる能力を持っている。
［主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度］
　自ら課題を見つけ，その課題に対して積極的に取り組もうとする意欲を持っている。
　他者の考えをよく理解し，自己の意見を表現できる能力を持っている。
［その他の要素］
　人間・社会の営みや自然との関わりに深い関心を持っている。

学力の３要素等
選抜方法及び入試区分 知識・技能 思考力・判断力 表現力 主体性を持って多様な

人々と協働して学ぶ態度 その他の要素

センター試験 一般（前期・後期），推薦Ⅱ ○ ○
英語または数学 一般（前期） ○ ○ ○ ○ ○

小論文 一般（前期・後期），推
薦Ⅰ，社会人，帰国生 ○ ○ ○ ○ ○

面接 推薦Ⅰ，推薦Ⅱ，社会
人，帰国生 ○ ○ ○ ○ ○

医学部 医学科
〈教育理念〉
　岐阜大学医学部医学科は，人間，自然，社会に対する豊かな感性と洞察力を持って教育・研究・臨床に邁進しています。その理念の
下に医学の基礎と高度な専門知識・技能を有し，世界と地域の医療・医学の発展に貢献できる優れた医療人・医学研究者を育成するこ
とを最大の使命としています。
〈求める学生像〉
　1．広い視野と豊かな教養を持ち，医学の修得に必要な基礎知識と学習スキルを持つ人
　2．自ら考えて積極的に行動し，その結果を省察できる人
　3．協調性に富み，相手の立場を尊重しつつ，自らの考えを表現できる人
　4．向上心を持ち，仲間とともに生涯にわたり学ぶ意欲と探究心を持つ人
　5．地域や国際社会で貢献する意志を持つ人
　6．責任感と倫理感が強く，人間性豊かで，生命に対する畏敬の念を持つ人
〈学力の３要素について〉
［知識・技能］
　広い視野と豊かな教養を持ち，医学の修得に必要な基礎知識と学習スキルを持つ人
［思考力・判断力］
　自ら考えて積極的に行動し，その結果を省察できる人
［表現力］
　協調性に富み，相手の立場を尊重しつつ，自らの考えを表現できる人
［主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度］
　（a）向上心を持ち，仲間とともに生涯にわたり学ぶ意欲と探究心を持つ人
　（b）地域や国際社会で貢献する意志を持つ人
　（c）責任感と倫理観が強く，人間性豊かで，生命に対する畏敬の念を持つ人

学力の３要素
選抜方法及び入試区分 知識・技能 思考力・判断力 表現力 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

（a） （b） （c）
センター試験 一般，推薦Ⅱ ○ ○
個別学力試験 一般 ○ ○
面　接 一般，推薦Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○
小論文 推薦Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○
調査書等 一般，推薦Ⅱ ○ ○ ○ ○

医学部 看護学科
〈教育理念・目標〉
　看護学科は，看護学をはじめ保健・医療・福祉の各分野に貢献できる人間性豊かで倫理観に富む資質の高い看護の専門職を養成する
とともに，看護学の教育研究の推進も目指します。
　少子高齢社会の到来や疾病構造の変化など，保健・医療・福祉分野が担う役割は複雑化，高度化しています。さらに活躍の場は医療
施設にとどまらず，地域へと拡大しています。看護学科では，保健・医療・福祉に関する深い関心を持った学生を求めています。以下
のような資質が必要となります。
〈求める学生像〉
　・看護学の修得に必要かつ十分な基礎的な知識・技能及び教養を持っている人
　・身につけている知識・教養をもとに多角的に物事をとらえ，論理的に思考し，判断ができる能力を持っている人
　・他者の意見や気持ちを理解できるように努め，自己の考えを的確に表現し，伝える能力を持っている人
　・看護をはじめ様々な学問分野に興味・関心を持ち，真実を知ろうという科学的探求心に富み，自己学習意欲が旺盛である人
　・他者の意見を傾聴し，相手を尊重しながら互いに協力して学ぶことができる人
　・自己の心身の健康に留意し行動できる力を持っている人
〈学力の３要素について〉
［知識・技能］
　看護学の修得に必要かつ十分な基礎的な知識・技能及び教養を持っている人
［思考力・判断力］
　身につけている知識・教養をもとに多角的に物事をとらえ，論理的に思考し，判断ができる能力を持っている人
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［表現力］
　他者の意見や気持ちを理解できるように努め，自己の考えを的確に表現し，伝える能力を持っている人
［主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度］
　・看護をはじめ様々な学問分野に興味・関心を持ち，真実を知ろうという科学的探求心に富み，自己学習意欲が旺盛である人
　・他者の意見を傾聴し，相手を尊重しながら互いに協力して学ぶことができる人
［その他の要素］
　自己の心身の健康に留意し行動できる力を持っている人

学力の３要素等
選抜方法及び入試区分 知識・技能 思考力・判断力 表現力 主体性を持って多様な

人々と協働して学ぶ態度 その他の要素

センター試験 一般（前期・後期） ○ ○
個別学力試験 一般（前期） ○ ○ ○
小論文 一般（後期），推薦Ⅰ，社会人 ○ ○ ○ ○
面　接 一般（後期），推薦Ⅰ，社会人 ○ ○ ○ ○
調査書 推薦Ⅰ ○ ○ ○

工　学　部
〈教育目的〉
　工学部では，社会，自然，文化等に対する深い見識，優れた感性及び健全な心を養います。同時に，専門特化型から幅広い総合型ま
で，多様な個性に合った能力を育みます。これにより，人間性豊かで創造力に富んだ技術者の育成を目指します。
〈求める学生像〉
　本学部では，21 世紀の社会を支える先端的な工業技術に対する深い関心があり，以下のような資質を持った学生を求めています。
　 　1．先端的な工学の理解に必要な数学・理科に関する基礎的学力を充分に備えている人
　　 2．理解力に富み，論理的な思考ができるだけではなく，柔軟性があり，新しい発想ができる人
 　　3．相手の意見に耳を傾け，自分が伝えたいことを表現できる人
 　　4．知的好奇心にあふれ，自主的な勉学意欲に富む人
 　　5．国際社会で活躍するためのコミュニケーション能力を備えている人
　多様な入試を実施し，個性の異なる学生を受け入れて積極的に活性化を図っています。
〈学力の３要素について〉
［知識・技能］
　先端的な工学の理解に必要な数学・理科に関する基礎的学力を充分に備えている人
［思考力・判断力］
　理解力に富み，論理的な思考ができるだけではなく，柔軟性があり，創造性豊かな発想ができる人
［表現力］
　相手の意見に耳を傾け，自分が伝えたいことを表現できる人
［主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度］
　知的好奇心にあふれ，自主的な勉学意欲に富む人
［その他の要素］
　国際社会で活躍するためのコミュニケーション能力を備えている人

学力の３要素等
選抜方法及び入試区分 知識・技能 思考力・判断力 表現力 主体性・多様性・協働性 その他の要素

センター試験 一般，推薦Ⅱ ○ ○
個別学力試験 一般 ○ ○ ○
面　接 推薦Ⅱ ○ ○ ○ ○
調査書 推薦Ⅱ ○ ○ ○

応用生物科学部
〈求める学生像〉
　応用生物科学部は，応用生物科学の学理を修得し，生物産業の発展や持続可能な生物生産，人間を含む生態系の保全およびヒトと動
物との共生などの分野で活用することによって，より良い社会を実現したいと考える学生を求めています。
　このためには，大学での学修に必要な基礎知識や技能，思考力，判断力，表現力，主体性，多様性，協働性など資質が必要です。応
用生物科学部では，これらの資質を多様な入試制度で判定し，応用生命科学課程，生産環境科学課程及び共同獣医学科の具体的な目標
の達成のために強い意欲を持って学習に励む人材を受け入れます。
〈学力の３要素について〉
［知識・技能］
　応用生物科学の学理の理解に必要な基礎能力，課題に対する知的好奇心
［思考力・判断力］
　科学的な思考，科学的な根拠に基づいた適切な判断
［表現力］
　相手の意見に耳を傾け，自分の考えを的確に伝える
［主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度］
　独創的な取り組み，他者との協調性

学力の３要素
選抜方法及び入試区分 知識・技能 思考力・判断力 表現力 主体性・多様性・協働性

センター試験 一般，推薦Ⅱ ◎ ○
個別学力試験 一般 ○ ◎ ○
面　接 推薦Ⅰ , Ⅱ ○ ◎ ◎
小論文 推薦Ⅰ , Ⅱ ○ ◎ ◎ ○
調査書 推薦Ⅰ , Ⅱ ○ ○
　◎は特に重視している項目を示しています。
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3　募集人員

学

部
学　科　等　名 入学定員

募　集　人　員
一　般　入　試 特　別　入　試

前期日程 後期日程 推薦入学Ⅰ 推薦入学Ⅱ 社会人 帰国生

教

育

学

部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

国 語 教 育 24 19 3 2
※ 1 社会科教育 36 28 8

数 学 教 育 24 16 6 2
※ 1 理 科 教 育 36 20 7 9

音 楽 教 育 12 7 3 2
美 術 教 育 10 6 4
保 健 体 育 16 7 7 2
技 術 教 育 10 6 4
家 政 教 育 12 8 2 2
英 語 教 育 24 14 7 3

学校
教育

心理学コース 15 8 4 3
教職基礎コース 11 8 3
特別支援教育 20 15 3 2
計 250 162 46 42

地
域
科
学
部

地 域 政 策 学 科 （50）
60 21 6 10 2 1

地 域 文 化 学 科 （50）
計　　　※ 2 100 60 21 6 10 2 1

医
学
部

医 学 科 ※3 110 37 25 ※ 3　48
看 護 学 科 80 42 20 15 3

計 190 79 45 15 48 3

工
　
　
学
　
　
部

社 会 基 盤
工 学 科

環境コース
60 24 24 1

ア）

0 2
イ）

防災コース

機械工学科
機械コース

130
35 35 8

ア）
2

イ）

知能機械コース 22 21 5
ア）

2
イ）

化学・生命
工 学 科

物質化学コース
150

36 35 1
ア）
2 2

イ）

生命化学コース 30 27 6
ア）

2
イ）

電気電子・情報
工 学 科

電気電子コース
170

33 34 6
ア）

2
イ）

情報コース 32 28 8
ア）

2
イ）

応用物理コース 10 10 4
ア）

1
イ）

計 510 222 214 ※4 　74
応
用
生
物
科
学
部

応用生命科学課程 80 57 10 3 10
生産環境科学課程 80 50 10 5 15
共 同 獣 医 学 科 30 26 4

計 190 133 20 8 29
合　　　　計 1,240 656 346 29 203 5 1



― 7―

3
募
集
人
員

（注）
・　この表中，推薦入学Ⅰは大学入試センター試験を課さない推薦入試，推薦入学Ⅱは大学入試センター
試験を課す推薦入試を示します。

【教育学部】
　※ 1  a 　教育学部の社会科教育講座及び理科教育講座の 2講座には，それぞれ次の専攻があります。
　　　　①　社会科教育講座：「史学」，「地理学」及び「現代社会」の 3専攻
　　　　②　理科教育講座：「物理学」，「化学」，「生物学」及び「地学」の 4専攻

b　教育学部の一般入試（前期日程）における上記 aの社会科教育講座の合格者については，合
格者発表時において，志願者の専攻の志望順位及び試験成績を考慮し，募集人員の 1／ 4（現
代社会専攻は 1／ 2）を目安に，推薦入学の合格者数を考慮して，各専攻に割り振ります。
c　教育学部の一般入試（前期日程・後期日程）における上記 aの理科教育講座は，専攻を区別
せず講座単位で合格者を発表します。所属専攻は，本人の志望と１年次の成績を考慮し，2年
次前学期に入るときに各専攻に割り振ります。
d　教育学部の推薦入学Ⅱ特別入試では，社会科教育講座については史学専攻，地理学専攻は各
2人，現代社会専攻は 4人を募集します。理科教育講座については物理学専攻，化学専攻，生
物学専攻は各 2人，地学専攻では 3人を募集します。

【地域科学部】
※ 2　地域科学部の入試は学科の区別をせず学部単位で行います。
　　　所属学科は 2年次後学期に専門セミナーの選択を通じて決定します。

【医学部】
※ 3　医学部医学科の推薦入学Ⅱ特別入試の募集人員 48 人には，地域枠推薦 28 人を含みます。
　　　なお，地域枠推薦に係る募集人員は設置認可申請中の人数であり，変更があり得ます。
　　　詳細については，11 月末頃までに本学ホームページでお知らせします。

【工学部】
a　工学部の一般入試では，入学定員を学科で定めていますが，学生募集は以下のとおり行います。
　　①　社会基盤工学科：募集は学科で行います（所属コースは 3年次進級時に決定します）。
　　②　その他の学科：募集はコースごとに行います。
b　一般入試に出願する際に，志望することのできる学科は１つのみであり，その学科の中で複数コー
スを選択することが可能です（社会基盤工学科を除く）。
※ 4　工学部の推薦入学Ⅱ入試の募集人員は，「選抜の対象」により異なります。

選抜の対象  ア）高等学校等の普通科又は理数に関する学科を卒業見込み又は卒業後１年以内の者
　　　　　 イ）高等学校等の工業に関する学科を卒業見込み又は卒業後１年以内の者

・　次の入試で欠員が生じた場合は，それぞれ指定の入試でその欠員を補充します。
a　教育学部の推薦入学Ⅱ特別入試の欠員→同学部の前期日程で補充
b　地域科学部の推薦入学Ⅰ及びⅡ並びに社会人及び帰国生特別入試の欠員→同学部の特別入試及び
前期日程で補充
c　医学部医学科の推薦入学Ⅱ特別入試の欠員→同学科の前期日程で補充
d　医学部看護学科の推薦入学Ⅰ及び社会人特別入試の欠員→同学科の前期日程で補充
e　工学部の推薦入学Ⅱ特別入試の欠員→同学部の各コース別に前期日程で補充（社会基盤工学科を除く）
f 　応用生物科学部の推薦入学Ⅰ及びⅡ特別入試の欠員→同学部の各課程・学科別に前期日程で補充

・　この表のほか，私費外国人留学生特別入試を実施します。（ただし，医学部看護学科及び応用生物科
学部共同獣医学科を除く。）
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本学に出願することができる者は，次のいずれかに該当し，かつ，志望する学部・学科・課程等が指定す
る令和 2 年度大学入試センター試験の教科・科目を受験した者です。
（1）高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び令和 2年 3月までに卒業見込みの者
（2）通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者及び令和 2年 3月までに修了見込みの者
（3）学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）第 150 条の規定により，高等学校を卒業した者と
同等以上の学力があると認められる者及び令和 2年 3月までにこれに該当する見込みの者

（注）
上記の（3）に該当する者は，次のとおりです。
ア　外国において，学校教育における 12 年の課程を修了した者（令和 2年 3月までに修了見込みの者
を含む。）又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの（昭和 56 年文部省告示第 153 号）
イ　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課
程を修了した者（令和 2年 3月までに修了見込みの者を含む。）
ウ　専修学校の高等課程（修業年限が 3年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た
すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者
（平成 17 年文部科学省告示第 137 号）
エ　文部科学大臣の指定した者〔昭和 23 年文部省告示第 47 号（大学入学に関し，高等学校を卒業し
た者と同等以上の学力があると認められる者の指定）〕
オ　高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第 1号）による高等学校卒業程度認定試
験に合格した者（令和 2年 3月までに合格見込みの者を含む。）で，令和 2年 3月 31 日までに 18 歳
に達するもの
カ　大学入学資格検定に合格した者
キ　学校教育法第 90 条第 2項の規定により大学に入学した者であって，本学において，大学における
教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの
ク　本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認
めた者で，令和 2年 3月 31 日までに 18 歳に達するもの

（備考）
○本学では，大学入試センター試験の前年度以前の成績は利用しません。
○上記の「ク」については，「 5　岐阜大学入学資格審査」を参照してください。
○障害のある志願者で，事前の相談を希望する方は，「 6　障害等のある者の出願にあたっての事前相
談」を参照してください。
○他大学在学中の方について，本学は受験許可証の提出を必要としません。

4　出願資格
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4 　出願資格（3）ク（学校教育法施行規則第 150 条第 7号）により岐阜大学へ出願する者は，事前に個別
の入学資格審査を受け，入学資格を認められる必要があります。
なお，令和 2年度大学入試センター試験の出願時に，本学の入学資格の認定を受けた者は，以下の申請は
不要です。出願の際に，岐阜大学入学資格認定書の写しを添付してください。

5− 1　申請期間及び申請書類の送付先等
他大学において入学資格の認定を受け，令和 2年度大学入試センター試験に出願し受験した者が，本学
の一般入試に出願する場合は，一般入試出願初日の 3日前までに申請することができます。
申請書類を郵送する場合は，必ず簡易書留郵便とし封筒表面に「大学入学資格認定書交付申請」と朱書
きしてください。

　申請先　〒 501 − 1193　岐阜市柳戸 1番 1
　　　　　　　　　　　　岐阜大学学務部入試課　あて

5− 2　入学資格審査の対象者
ア　高等学校段階を有する外国人学校を卒業した者又は卒業見込みの者で，令和 2年 3 月 31 日までに
18 歳に達するもの
イ　ア以外の者であっても，各種の学校などでの学習歴，社会での実務経験等が，高等学校を卒業した
者の学力と同等以上であると認められる者で，令和 2年 3月 31 日までに 18 歳に達するもの

5− 3　申請手続
次の書類を添え，申請してください。
　（1）共通の書類

①　入学資格認定書交付申請書（本学所定の用紙）
②　令和 2年度大学入試センター試験受験票
③　返信用封筒（申請者の宛先を明記し，速達簡易書留による切手を貼付してください。）

　（2）前項のアに該当する者
①　最終学校の卒業（修了）証明書又は卒業（修了）見込み証明書
②　高等学校に対応する学校の課程に在学している者は，当該学校の学則（修業年限，授業科目，
標準単位数，週当たり授業時数及び年間授業週数が明示されたもの）
③　教科・科目の履修状況（調査書に準じたもの）

　（3）前項のイに該当する者
①　学習等の履歴書
②　各種の学校などでの学習歴，社会での実務経験等が客観的に確認できる書類

5− 4　本学所定の用紙の請求方法
入学資格認定書交付申請書の用紙を請求する場合は，返信用封筒として「長形 3号封筒（縦 23.5cm×横
12.0cm）」を用意し，それにあなたの受信住所，郵便番号，氏名を記入の上，84 円切手を貼付し，これを
折りたたんでも構いませんので，定形内の封筒に入れ，表に「入学資格認定書交付申請書請求」と朱書き
し，岐阜大学学務部入試課へ申し込んでください。

5　岐阜大学入学資格審査
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5− 5　審査方法等
審査請求があったときは申請書類により速やかに審査を開始します。

5− 6　審査基準
　　①　当該学校の教育内容等が高等学校学習指導要領に準じているかを精査し，高等学校と同等以上であ

るかを審査します。
　　当該学校の年間及び週当たりの授業時間数，履修する主要教科・科目及び卒業までに必要な単位数
が，高等学校学習指導要領に定める標準授業時数，すべての生徒に履修させる各教科・科目及び卒業
までに修得させる単位数と同等以上であること。
②　申請者の学習歴及び社会での実績等について精査し，高等学校卒業と同等以上の学力があること。

5− 7　資格審査の結果
資格審査の結果は，速やかに申請者あてに郵送により通知します。入学資格を認められた者については，

「岐阜大学入学資格認定書」を同封します。

5− 8　岐阜大学一般入試の受験
「岐阜大学入学資格認定書」の交付を受けた者は，本学の一般入試に出願し受験することができます。
出願の際は，必ず「岐阜大学入学資格認定書」の写しを添付してください。
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　本学では，障害等のある志願者が，受験上不利となることがないよう必要な配慮を行っており，そのため
の相談を次のとおり受け付けています。相談の内容によっては対応に時間を要することがありますので，相
談の期限にかかわらず，できるだけ早く相談してください。
　なお，事前相談は受験に関して，よりよい方法及び在り方を模索するためのもので，入試結果の判定にお
いて不利になることはありません。
　また，入学後の修学に関して相談を希望する方は，志望する学部の学務係へ問い合わせてください。

6− 1　相談の期限
　願書受付開始日の 4日前まで
（注）日常生活においては，ごく普通に使用されている補聴器，松葉杖，車椅子等を使用して受験する場合
も，試験場設定や他の配慮との関係から受験上の配慮として申請が必要です。

6− 2　相談の方法
　①本学所定の用紙「障害者等受験上の配慮申請書」及び②大学入試センター試験受験上の配慮事項決定
通知書（写し・該当者のみ）に③医師の診断書及び障害者手帳（写し・該当者のみ）を添付し，志望する
学部の学務係に提出してください。（所在地，電話番号等は 59 ページ参照）
　なお，必要な場合には，志願者又は関係者との面談等を行うことがあります。

6− 3　本学所定の用紙の請求方法
　用紙は，岐阜大学のホームページ〈入試案内〉からダウンロードすることができます。
　郵便で用紙を請求する場合は，封筒の表に「障害者等受験上の配慮申請書請求」と朱書きし，84 円分の
切手を貼った返信用封筒（長形 3号封筒（縦 23.5cm×横 12.0cm））を同封し，以下の〈請求先〉に送付し
てください。
※同封の返信用封筒には，あなたの住所，郵便番号，氏名（宛名）を明記してください。返信用封筒は折
りたたんで構いません。

　〈請求先〉
　　  〒 501-1193　岐阜市柳戸 1-1
　　  岐阜大学学務部入試課［電話 058-293-2156，2157］又は，各学部の学務係
　　  （所在地，電話番号等は 59 ページ参照）

6− 4　相談の期限後に生じた不慮の事故等による場合
　相談の期限後に不慮の事故等により障害を有することとなった場合は，至急志望する学部の学務係へ問
い合わせてください。（59 ページ）

6　障害等のある者の出願にあたっての事前相談
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7　インターネット出願の流れインターネット出願の流れ

STEP ❶事前準備
本募集要項で、受験する学部・学科等の出願要件・受験科目・出願期間や試験日・必要書類を確認しま
す。また、インターネット環境・印刷環境等が必要になります。

STEP ❷出願情報の登録
インターネットに接続しているパソコンから、画⾯の指⽰に従って登録内容を⼊⼒します。
〇⼊試区分の選択 〇志望の学部・学科・受験科目等の選択 〇個⼈情報の⼊⼒ 〇顔写真の登録

STEP ❸検定料の⽀払い
検定料の⽀払い⽅法を選択し、選択した⽀払⽅法に従って検定料を⽀払います。
〇クレジットカード 〇コンビニエンスストア 〇ペイジー（銀⾏ATM・ネットバンキング）

STEP ❹出願書類を印刷・郵送
⼊学志願票等の提出書類を印刷。調査書等提出が必要な出願書類を揃えて岐⾩⼤学へ郵送し出願完了。

STEP ❺受験票の印刷
出願書類が⼤学に到着後、書類の確認を⾏います。受験票は前期日程が2月14日（⾦）10時から、後期
日程が2月18日（火）10時からインターネット出願サイトで発⾏が可能になります。インターネット出
願サイトにアクセスして印刷し、記載事項を確認してください。受験票は⼤切に保管し、必ず試験当日
に持参してください。

インターネット出願の操作⽅法・⽀払⽅法に関するお問い合わせ先

インターネット出願専用コールセンター

受付期間：各⼊試の出願期間と同じ（土日・祝日は除く）
受付時間：午前9時から午後5時まで
電話番号：075-223-0310

※インターネット出願登録を⾏っただけでは出願したことにはなりません。STEP②〜 STEP④をすべて
出願期間内に完了してください。
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顔写真データ

出願情報の登録の際に、顔写真のアップロードが必要になりますので、あらかじ
め準備してください。
・３か月以内に撮影した無帽・上半身（服装は自由）・正⾯向き・背景なし
・写真データ形式はJPEG形式
・写真サイズは3MB以下
※出願サイトに写真データをアップロードした後で写真を回転し、上半身を

縦4：横3のサイズに切り出すこともできます。
※証明写真をカメラで再撮影したものをアップロードしないでください。

封筒・切⼿
出願用［角形2号封筒（24cm×33.2cm）］の封筒・切⼿が必要です。
また、一般⼊試で「前期日程」「後期日程」の両⽅に出願する場合は、それぞれ
の日程の封筒・切⼿を用意してください。

調査書 在籍する（卒業した）学校⻑が作成し、厳封してください。

センター試験成績請求票 ⼤学⼊試センターから交付された『令和2年度センター試験成績請求票』

楽譜・選択楽曲調書 教育学部音楽教育講座の志願者のみ必要。本学ホームページから、様式をダウン
ロードし、出願する⼊試区分の様式を使用してください。楽譜の添付も必要です。

運動歴調書 教育学部保健体育講座の志願者のみ必要。本学ホームページから、様式をダウン
ロードし、出願する⼊試区分の様式を使用し、調査書に同封してください。

事前準備STEP ❶

●出願に必要な書類などを準備 ※⼊試区分により、必要な書類が異なります。

パソコン

Windows： InternetExplorer 11.x
Microsoft Edge（最新バージョン）
GoogleChrome（最新バージョン）
Firefox（最新バージョン）

※セキュリティソフトをインス
トールしている場合、インター
ネット出願が正常に動作しない
場合がありますのでご注意くだ
さい。
※セキュリティソフトについて
は、各メーカーのサポートセン
ターに問い合わせてください。

MacOS ： Safari（最新バージョン）

※自宅にパソコン等がない場合は、学校や公共施設等で出願できる環境がないかどうか確認してください。

●必要なインターネットの環境

●募集要項の確認

●印刷できる環境
⼊学志願票等のPDFファイルを印刷するために、印刷できる環境が必要です。自宅にプリンターがない場
合は、学校、コンビニエンスストア等の印刷できる環境を確認してください。

本募集要項で、受験する学部・学科等の出願要件・受験科目・出願期間や試験日・必要書類を確認します。

出願登録の際、メールアドレスの⼊⼒が必要です。フリーメール（Gmail やYahoo! メールなど）や携帯
電話のアドレスで構いませんが、携帯メールの場合はドメイン（@jim.gifu-u. ac.jp）を受信指定してく
ださい。
出願登録完了時・検定料⽀払い完了時に、登録したメールアドレスに確認メールが自動送信されます。

●メールアドレス
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https://www.gifu-u.ac.jp/

出願情報の登録STEP ❷

出願登録前に
『はじめに』を

よく読んでください。

■ガイダンス画⾯の『出願登録』ボタンをクリック後、画⾯の指⽰に従って登録してください。

⼊
試
区
分
の
選
択

学
部
・
学
科
等
・
受
験
科
目
の
選
択

志
願
者
情
報
（
氏
名
・
住
所
等
）
の
⼊
⼒
・
顔
写
真
デ
ー
タ
の
登
録

ログインID
の確認

ログインID
(8桁)を

必ずメモしてく
ださい。

POINT①

POINT②

POINT③

志願者情報の⼊⼒・確認画⾯では、必ず⼊⼒した内容（特に⽣年月日・電話番号・住所）に
誤りがないか、十分に確認してください。志願者情報の確認画⾯を過ぎると内容の変更が
できません。

ログインID確認画⾯には、ログインID8桁が表⽰されます。
出願書類の印刷に必要ですので、必ずメモしてください。

カード情報を⼊⼒し、
決済完了

⽀払完了メールが通知さ
れます

⽀払⽅法
『クレジットカード』

を選択する

STEP 4

⽀払番号確認画⾯

⽀払いに必要な番号
（詳細下記）を

必ずメモしてください。

⽀払い⽅法
『コンビニ』
『ペイジー』

を選択する
STEP 3

⽀払い⽅法『コンビニ』『ペイジー』の場合は、⽀払番号確認に⽀払いに必要な番号が
表⽰されます。STEP 3の⽀払い時に必要ですので必ずメモしてください。

①岐⾩⼤学ホームページにアクセス。
②「インターネット出願」をクリックして出願ページを開く。

⼊⼒可能期間：
令和2年1月27日（月）10時から

2月 5日（水）13時まで

出願情報の登録にあたっては、次の注意事項及び出願する学部等の注意事項を必ず読んでから登録してください。
・前期日程：「インターネット出願サイト」の⼊⼒に関する注意事項（P.22〜）
・後期日程：「インターネット出願サイト」の⼊⼒に関する注意事項（P.40〜）
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STEP
4 ■コンビニエンスストアでのお支払

ファミリーマートセイコーマート
ローソン/
ミニストップ

Web画面に表
示された「オ
ンライン決済

番号」

Web画面に
表示された
「受付番号」

Loppi
（ロッピー）

「各種番号を
お持ちの方」
ボタンを押す

「受付番号」
を入力

「申込券」
発券

「申込券」
発券

Web画面に
表示された
「受付番号」

クラブ
ステーション

「インターネット
受付」ボタンを

押す

「受付番号」
を入力

「申込券」
発券

「申込券」
発券

Web画面に
表示された

「第１番号(企業
コード20020)」

「第２番号(注文番
号12桁」

Famiポート

「代金支払い」
ボタンを押す

「収納票発行」
ボタンを押す

「第1番号(企業
コード20020)を

入力

「第2番号(注文番
号12桁)を入力

「Famiポート
申込券」発券
「Famiポート
申込券」発券

レジで番号を
お知らせください

デイリーヤマザキ/
ヤマザキデイリー

ストアー
セブンイレブン

「払込票」を印刷
または

Web画面に
表示された

「払込票番号」

印刷した
「払込票」を渡す

または
レジで番号を

お知らせください。発券から30分以内にレジへ 発券から30分以内にレジへ 発券から30分以内にレジへ

検定料を⽀払う（コンビニ・ペイジーを選択した場合のみ）STEP ❸

■検定料 17,000円

出願登録した翌日の23:59まで(2月4日（火）と2月5日（水）に出願登録した場合は2月5日（水）の13:00まで)に、
下記の通り検定料をお⽀払いください。上記の⽀払い期限を過ぎますと、登録された内容での検定料⽀払いができなく
なります。

要注意

■コンビニ

■ペイジー（銀⾏ATM）

■ペイジー（ネットバンキング）

ペイジー対応の
銀⾏ATMを利用

税⾦・各種料⾦
（ペイジー）を選択

収納機関番号・お客様
番号・確認番号を⼊⼒

⽀払い⽅法選択
（現⾦またはキャッシュ

カード）
⽀払い

収納機関番号・お客様番号・確認番号を控え、各自で⽀払い⽅法を確認し検定料を⽀払ってください。

「お申込みした
電話番号」
を入力

デイリーヤマザキ/
ヤマザキデイリース

トアー

■払込⼿数料 550円（志願者負担）
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■ ⼊学志願票・封筒貼付用宛名シートを印刷

出願書類を印刷・郵送STEP ❹

★検定料の⽀払い後に、インターネット出願サイトトップページの「出願確認」にアクセスして⼊学
志願票、封筒貼付用宛名シートをダウンロードし、ページの拡⼤・縮小はせずにA4サイズで印刷して
ください。

★印刷した⼊学志願票と、調査書などの必要書類を同封して郵便局窓⼝から簡易書留速達で郵送して
ください。

⽀払い完了後
『出願確認』より、
⼊学志願票・封筒貼
付用宛名シート

を印刷してください。

市販の角２封筒に
封筒貼付用宛名
シートを貼り付け
て必要書類を封⼊
してください。

要注意
STEP２〜STEP４を、すべて期限内に完了することによって、出願が
正式に受理されます。
（出願登録・検定料⽀払い・出願書類提出が⾏われなかった場合は、
出願が受け付けられません。）
※出願の期限については、「出願期間」を十分に確認の上、余裕を
もって出願してください。

受験票の印刷STEP ❺

出願書類が⼤学に到着後、書類の確認を⾏います。
受験票は前期日程が2月14日（⾦）10時から、後期日程が2月18日（火）10時からインターネット出
願サイトで発⾏が可能になります。インターネット出願サイトにアクセスして印刷し、記載事項を確認
してください。受験票は⼤切に保管し、必ず試験当日に持参してください。

※上記の発⾏可能日に、受験票が発⾏できない場合は学務部⼊試課(☎058-293-2156)までご連絡くだ
さい。
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1　募　集　人　員
　1−1　教育学部

課　程・講　座 募集人員 課　程・講　座 募集人員

学 校 教 育
教 員 養 成
課 程

国 語 教 育 19 人

学 校 教 育
教 員 養 成
課 程

技 術 教 育 6 人
＊ 社 会 科 教 育 28 人 家 政 教 育 8 人

数 学 教 育 16 人 英 語 教 育 14 人
＊ 理 科 教 育 20 人 学 校

教 育
心理学コース 8 人

音 楽 教 育 7 人 教職基礎コース 8 人
美 術 教 育 6 人 特別支援教育 15 人
保 健 体 育 7 人 計 162 人

（注）　＊印の 2講座には，それぞれ次の専攻があります。
社会科教育講座：「史学」，「地理学」及び「現代社会」の 3専攻
理科教育講座：「物理学」，「化学」，「生物学」及び「地学」の４専攻

社会科教育講座の合格者については，合格者発表時において，志願者の専攻の志望順位及び試験成
績を考慮し，募集人員の1／ 4（現代社会専攻は1／ 2）を目安に，推薦入学の合格者数を考慮して，各
専攻に割り振ります。
理科教育講座は，専攻を区別せず講座単位で合格者を発表します。所属専攻は，本人の志望と 1年
次の成績を考慮し，2年次前学期に入るときに各専攻に割り振ります。

　1−2　地域科学部
学　科 募集人員

地 域 政 策 学 科・ 地 域 文 化 学 科 60 人
（注）　入試は学科の区別をせず学部単位で行います。所属学科は 2年次後学期に専門セミナーの選択を通

じて決定します。

　1−3　医学部
学　科 募集人員

医 学 科 37 人
看 護 学 科 42 人

計 79 人

　1−4　工学部

学　科・コース 募集人員 学　科・コース 募集人員

社 会 基 盤 工 学 科 24 人
電気電子・情報
工 学 科

電気電子コース 33 人

機 械 工 学 科
機 械 コ ー ス 35 人 情 報 コ ー ス 32 人
知能機械コース 22 人 応用物理コース 10 人

化学・生命工学科
物質化学コース 36 人 計 222 人
生命化学コース 30 人

（注）　社会基盤工学科は，コースの区別をせず学科単位で入試を行います。所属コースは 3年次進級時に
決定します。

8　前期日程
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　1−5　応用生物科学部

課程・学科 募集人員
応 用 生 命 科 学 課 程 57 人
生 産 環 境 科 学 課 程 50 人
共 同 獣 医 学 科 26 人

計 133 人

2　2段階選抜の実施
医学部医学科の志願者数が募集人員の約 15 倍を超えた場合には，個別学力試験を適切に実施するため，大

学入試センター試験の成績（前期日程試験で用いる科目・配点に同じ，満点 800 点）により第 1段階選抜を
行います。なお，第 1段階選抜の結果は，令和 2年 2月 12 日（水）15 時に岐阜大学ホームページ（https://
www.gifu-u.ac.jp/）でセンター試験受験番号により発表します。また，第 1段階選抜の結果，不合格となっ
た者には不合格通知を送付します（2月 18 日頃発送予定）。この場合，検定料の一部（13,000 円）を返還し
ます。検定料返還についても，不合格の結果と併せて通知します。

3　個別学力検査等の期日及び試験場

試験場は，全て岐阜大学〔岐阜市柳戸 1番 1〕です。

　令和2年2月25日（火）
学　部　等 教科等及び時間 試　験　場

教 育 学 部

数 学
9：30 〜 11：30

国 語
13：20 〜 15：00

外 国 語
16：10 〜 17：40

全学共通教育講義棟 1・2 F

地 域 科 学 部 小 論 文
13：00 〜 15：00 地域科学部棟

医 学 部
（ 医 学 科 ）

理 科
13：00 〜 15：00 全学共通教育講義棟 3・4 F

医 学 部
（ 看 護 学 科 ）

国 語
13：20 〜 15：00 医学部看護学科棟

工 学 部

理 科
13：00 〜 15：00

工学部棟

応 用 生 物 科 学 部
応用生命科学課程
生産環境科学課程 応用生物科学部棟

応 用 生 物 科 学 部
（ 共 同 獣 医 学 科 ）

外 国 語
16：10 〜 17：40

　令和2年2月26日（水）
学　部 内容及び時間 試　験　場

教 育 学 部 実　技　検　査　

（音楽）9：00 〜 18：00
（美術）9：00 〜 12：00
　 　　（※面接　13：00 〜）

（体育）9：00 〜 17：00

教育学部棟

医 学 部
（ 医 学 科 ） 面　　接 9：00 〜 12：30（予定） 医学部教育・福利棟

（注）　①　試験場の下見は試験前日にできます。ただし，校舎内へは入れません。（→P.60〜）
　　　②　教育学部の実技検査受験者の集合時刻・場所は，試験前日に教育学部校舎前及び全学共通教育

講義棟前に掲示します。特に，音楽実技検査の受験者は受験番号によって集合時刻が異なる場合があ
るので，実技検査の前日に確認しておいてください。（電話での問い合わせには，一切応じません。）
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　　　③　医学部医学科の面接については，集合時刻・場所等を前日の学力検査の際に，掲示により指示
するので，必ず確認してください。

　　　④　試験場への集合時刻は，試験開始 30 分前です。
　　　　　試験開始時刻に遅刻した場合は，試験開始後 30 分以内に限り，受験を認めます。

⑤　 大学入試センター試験受験票  と  岐阜大学受験票  の両方を必ず持参してください。
　　　⑥　試験終了時刻は P.18 のとおりですが，試験開始時刻の繰り下げ等，不測の事態発生の場合はこ

の限りではありません。帰路の予定を立てるにあたりお含みおきください。

4　出願手続

　出願手続は「インターネットによる入力」，「検定料の支払い」，「必要書類の郵送」を行っていただきます。

4−1　出願期間

令和2年1月27日（月）〜2月5日（水）17時必着
出願書類の提出は郵送に限ります。インターネット出願サイトで入力及び検定料支払い後に，書類を印

刷し，出願書類一式を郵送してください。出願期間内に出願書類を提出しない場合や，出願書類に不備が

ある場合は，出願は無効となります。
出願期間後に到着したものは受理できません。ただし，2月 3日（月）以前（2/3 を含む）の発信局（日
本国内）消印のある簡易書留速達郵便に限り，期間後に到着した場合でも受理します。

※郵送事情を考慮し，出願書類を出願期間内に間に合うように郵送してください。

4−2　出願方法等
出願書類の提出は郵送に限ります。
⑴　インターネット出願サイトから印刷した「封筒貼付用宛名シート」を角形 2号（A 4サイズ）の封筒
に貼り付け，出願書類（→P.20）を入れ，郵便局の窓口で簡易書留速達として郵送してください。
　　なお，この際に郵便局の窓口で受け取った簡易書留の受領証は，出願したことの重要な証明書類とな
りますので，大切に保管しておいてください。
⑵　出願書類受付後は，記載内容の変更は認められません。また，一度受理した出願書類及び一旦領収し

た検定料は原則として返還できません。

4−3　受験票
⑴　受験票は，本学で出願書類を確認後，2月 14日（金）10時から，インターネット出願サイトで発行
が可能となります。各自で印刷したうえで，必ず試験当日に持参してください。
⑵　受験番号は，受験票により通知します。
　　なお，受験票発行後，「8受験番号（前期日程）」（→ P.34）を参照して，必ず出願内容と相違ないか
確認してください。
⑶　当日は，受験票に記載のある試験場を確認のうえ，お越しください。

4−4　複数受験
⑴　後期日程の大学・学部（本学及び他大学）との併願は可能です。
　　また，本学の学部間，同一学部内の学科・課程・講座等間での併願も可能です。（前期日程と後期日程

インターネット
出願サイトで
志願者情報を

登録

検定料の支払い
入学志願票
等の提出用
書類を印刷

出願書類を郵送
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で志望学科・課程・講座等が同一であるか異なるかを問わず，どの学科・課程・講座等への併願も可能
です。）
⑵　前期日程の大学・学部（本学及び他大学）との併願はできません。
⑶　前期日程試験に合格し，令和 2年 3月 15 日（日）までに入学手続を完了した者は，後期日程試験を受
験しても合格者とはなりません。
⑷　他の国公立大学・学部の推薦入学合格者は，当該推薦入学を実施した大学・学部の定める推薦入学辞
退手続によって入学辞退を許可された場合を除き，本学の個別学力検査等を受験しても合格者とはなり
ません。

4－5　出願書類等

種　　　類 該　当　者

１ 岐阜大学入学志願票（前期日程用） 全員

２ 調査書 全員

3 楽譜・選択楽曲調書 教育学部音楽教育講座の志願者

4 運動歴調書 教育学部保健体育講座の志願者

〈注意事項〉
１．岐阜大学入学志願票（前期日程用）
　　　　4− 6「インターネット出願サイト」の入力に関する注意事項（→ P.22 〜 25）を確認して，イン

ターネット出願サイトで入力してください。入力後にA 4 サイズで印刷してください。

2．調査書
　○　卒業見込みの者
　　　　在学する学校長が作成し，厳封してください。
　○　既卒者

　出身の学校長が作成し，厳封してください。平成 23 年度入学者選抜から様式が変更になっていま
すので注意してください。（様式が旧来の場合は，現行の様式で作成した調査書を提出してくださ
い。）

　○　高等学校卒業程度認定試験の全科目合格者（合格見込み者含む）
　　合格証明書と合格成績証明書（合格見込み者は，合格見込成績証明書）を提出してください。

　○　高等学校卒業程度認定試験の合格者で免除科目がある者（合格見込み者含む）
　合格証明書と合格成績証明書（合格見込み者は，合格見込成績証明書）に加え，学校長が発行し
た当該科目の成績証明書又は調査書を提出してください。

　○　大学入学資格検定合格者
　　合格証明書と成績証明書を提出してください。

　○　大学入学資格検定合格者で免除科目がある者
　合格証明書と成績証明書に加え，学校長が発行した当該科目の成績証明書又は調査書を提出して
ください。

　○　その他（以下の理由で調査書が提出できない者）
　指導要録の保存期間の終了，廃校，被災，その他の理由によって出身学校の調査書が提出できな
い者
　単位修得証明書等と卒業証明書の提出をもってこれに代えることができます。
　さらに，単位修得証明書等も提出できない場合は，単位修得証明書等が発行できない旨の証明書
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と卒業証明書をもって代えることができます。この場合，厳封する必要はありません。

3．楽譜・選択楽曲調書
　【楽譜】余白に志願者本人の氏名，作曲者名，曲名を記入してください。

なお，1曲が複数枚となる場合は左上をホッチキスで留めて提出してください。
　【選択楽曲調書】所定の用紙（前期日程用）を使用し，欄外に記載されている記入上の注意事項を

確認して，漏れなく記入してください。

4．運動歴調書
　所定の用紙（前期日程用）に記入の上，調査書に同封してください。
　実技検査選択種目欄には，インターネット出願サイトの「保健体育講座実技」欄で選択した種目と
同じ種目の番号を○で囲んでください。
　文部科学省スポーツテストは，高校 3年生時を記入してください。高校 3年生時の記録がなければ，
高校 2年生，高校 2年生時の記録がなければ，高校 1年生時の記録を記入してください。余白にその
旨を記入してください。記録がない場合は空欄で構いません。
　競技歴は学校の課外活動以外も記載可能です。都道府県大会以上について記載し，記載する成績・
記録等が無い場合は枠内に「記載事項なし」と記載してください。なお，その場合も記載責任者の記
載および押印は必要です。
　都道府県，ブロック，全国の大会において入賞した場合は，それを証明する書類等（賞状等の写し）
を必ず添付すること。

5．出願用封筒
　市販の角形 2号封筒（Ａ 4サイズ）に，インターネット出願サイトから「封筒貼付用宛名シート」
を印刷して貼り付け，出願書類を入れて，郵便局の窓口で簡易書留速達として郵送してください。
　※前期日程，後期日程を併願する場合は，別々の封筒で出願書類を郵送してください。
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4－6　「インターネット出願サイト」の入力に関する注意事項

以下の①〜⑬をよく読んでからインターネット出願サイトで出願情報を入力してください。
※インターネット出願サイトは，必ず志願者本人が入力してください。

①入試区分・志望学部
　出願する入試区分と志望する学部の組合せを選択して，「次へ」に進んでください。

②志望学部・学科等　
志望する学部・学科等を選択してください。
・教育学部を志望する者は，教育学部の出願に関する注意事項（→ P.24）の（1）を参照してください。
・地域科学部を志望する者は，地域科学部を選択してください。
・工学部を志望する者は，1つの学科へ出願することができます。出願する学科内の志望順位毎にコー	
スを選択することができます（社会基盤工学科を除く）。詳しくは，工学部の出願に関する注意事項
（→ P.25）を参照してください。
・応用生物科学部について
（応用生命科学課程・生産環境科学課程を志望する者）
  他の課程を第 2志望とすることができます。その場合は，第 2志望の課程名を第 2志望欄に入力して
ください。ただし，共同獣医学科を第 2志望とすることはできません。
（共同獣医学科を志望する者）
  他の課程を第 2志望とすることはできません。

③志望専攻等（教育学部社会科教育講座）
教育学部の出願に関する注意事項（→ P.24）の（2）を参照してください。

④受験教科・科目等（工学部志願者を除く。→P.28〜）
本学の一般入試（前期日程）で受験する教科・科目を選択してください。
医学部医学科の場合，理科 3科目のうちから 2つ選択します。該当の組合せを選択してください。
教育学部の保健体育講座を志望する場合，実技種目を１つ選択してください。

⑤大学入試センター試験受験教科・科目
学部・学科等が指定する教科・科目のうち，受験した教科・科目を選択してください。

⑥大学入試センター試験受験番号等
大学入試センター試験受験票の試験場コード，受験番号，発行回数を入力してください。

⑦志願者情報
氏名（フリガナ），氏名（漢字），性別，生年月日，メールアドレスを入力してください。
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⑧写真アップロード
3 か月以内に撮影した無帽・上半身（服装は自由）・正面向き・背景なしの写真を電子ファイル（JPEG
形式）で登録してください。写真データのサイズは 3MB以下でないと登録できません。写真の現物を
提出する必要はありません。
※正面を向いた顔がはっきり確認できるもの（顔に影がないもの）を登録してください。
※証明写真をカメラで再撮影したものを登録しないでください。

⑨志願者住所・電話番号
ここに入力された住所に合格通知書及び入学手続案内を送付しますので，確実に届く住所を入力してく
ださい。
出願書類に不備があった場合には，大学担当者から問い合わせることがありますので，日中に確実に連
絡が取れる電話番号を入力してください。

⑩出願資格　
卒業又は卒業見込の学校名等を入力してください。
高等学校（中等教育学校及び特別支援学校の高等部を含む。）以外の出願資格の方は，画面の案内に従っ
て入力してください。

⑪その他連絡先（保護者等連絡先）
志願者以外の連絡先について，氏名，電話番号を入力してください。

⑫検定料払込
志願者情報画面の確認後，案内に沿って検定料 17,000 円の払込をしてください。

⑬令和2年度センター試験成績請求票
「前 令和 2センター試験成績請求票（国公立前期日程用）」をインターネット出願サイトから印刷した入
学志願票（前期日程用）の指定場所に貼り付けてください。
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　　教育学部の出願に関する注意事項
（1）出願する課程・講座

①　前期日程については，学校教育教員養成課程の中の 13 講座（ただし，学校教育講座は心理学
コース，教職基礎コースをそれぞれ一つの講座として扱います。）から最大三つまで出願すること
ができます。（一つ又は二つの講座だけを出願しても構いません。）
②　実技系講座（音楽教育，美術教育，保健体育の 3講座）のうちからは，一つしか出願できません。
③　実技系講座から一つと，非実技系講座から一つ又は二つを組み合わせて出願することもできます。

（2）志望する「専攻」の入力
社会科教育講座を出願する場合は，第 1 志望から第 3 志望まで，「専攻」を必ず入力してくださ

い。
・社会科教育講座の専攻：「史学」，「地理学」，「現代社会」

（3）講座による受験教科の制約・入力方法
①　実技系講座のみ単独で出願する場合
国語，数学（数学イ又は数学ロ），外国語のうち 1教科を受験
出願サイトの入力画面では，受験教科・科目等欄の教科のうち『受験する 1教科と実技系選考
科目』の組合せを選択してください。　（例：国語（実技系選考科目））
保健体育講座を出願する者は，実技種目欄から 1つ選択してください。

②　非実技系講座を出願する場合
志望順位に関係なく国語，数学（数学イ又は数学ロ），外国語のうち各講座が指定する 2教科を
受験
　出願サイトの入力画面では，受験教科・科目等欄の教科のうち『受験する 2教科（実技なし）』
の組合せを選択してください。　（例：国語・外国語（実技なし））
③　実技系講座と非実技系講座を併願して出願する場合
実技検査（講座による指定）と非実技系に適合する学力検査 2教科を受験
出願サイトの入力画面では，受験教科・科目等欄の教科のうち『受験する 2教科（実技系選考
科目：受験教科・科目等欄で選択した 2教科のうち 1教科）』を選択してください。　（例：国
語・外国語（実技系選考科目：国語））
保健体育講座を出願する者は，実技種目欄から 1つ選択してください。

○非実技系講座等志望者の受験教科の組合せ
受験可能な教科

非実技系の講座
数学イ
国　語

数学イ
外国語

数学ロ
国　語

数学ロ
外国語

国　語
外国語

数学教育 不可 不可 ○ ○ 不可
理科教育，技術教育 ○ ○ ○ ○ 不可
国語教育，社会科教育，家政教
育，英語教育，学校教育，特別
支援教育

○ ○ ○ ○ ○
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8
前
期
日
程
（
工
学部の


出
願
に関する注意事項







）

　　工学部の出願に関する注意事項
・1つの学科へ出願することができます。
・出願する学科内のコースに志望順位をつけることができます。機械工学科，化学・生命工学科の 2学
科はそれぞれの学科内の 2コースについて，第 2志望まで順位をつけられます。電気電子・情報工学
科は学科内の 3コースについて，第 3志望まで順位をつけられます。

・第 1志望のコースだけの出願もできます。
・合格者の決定については，「令和 2年度一般入試合否判定基準」の工学部（→ P.56）をご覧ください。
・社会基盤工学科の所属コースは，3年次進級時に決定します。

◎志望学科に対して出願できる志望コースの組合せ

機械工学科　を志望する場合の組合せ
志望コース（略称）

第１志望 第２志望 第３志望
機械 知能
機械
知能 機械
知能

化学・生命工学科　を志望する場合の組合せ
志望コース（略称）

第１志望 第２志望 第３志望
物質 生命
物質
生命 物質
生命

電気電子・情報工学科　を志望する場合の組合せ
志望コース（略称）

第１志望 第２志望 第３志望
電気 情報 物理
電気 物理 情報
電気 情報
電気 物理
電気
情報 物理 電気
情報 電気 物理
情報 物理
情報 電気
情報
物理 電気 情報
物理 情報 電気
物理 電気
物理 情報
物理
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8
前
期
日
程
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

5
　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
受
験
を
要
す
る
教
科
・
科
目

学 部 等

受
　

　
験

　
　

を
　

　
要

　
　

す
　

　
る

　
　

教
　

　
科

　
　

・
　

　
科

　
　

目
国 語

地
理

歴
史

公
　

民
数

　
　

　
　

　
学

理
　

　
　

　
　

科
外

　
国

　
語

合 計

国 語

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ａ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

地 理 Ｂ

現 代 社 会

倫 理

政 治 ・ 経 済

倫 理 ， 政 治 ・ 経 済

数
学

①
数

学
②

理
科

①
理

科
②

英 語

ド イ ツ 語

フ ラ ン ス 語

中 国 語

韓 国 語

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅰ ・ 数 学 Ａ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅱ ・ 数 学 Ｂ

簿 記 ・ 会 計

情 報 関 係 基 礎

物 理 基 礎

化 学 基 礎

生 物 基 礎

地 学 基 礎

物 理

化 学

生 物

地 学

教
育

学
部

◎
○

○
○

○
○

○
○

◎
○

△
△

○
○

○
○

○
○

○
○

◎
5

～
6

教
科

1
理

科
が

2
の

場
合

は
1，

理
科

が
1

の
場

合
は

2
1

1

地
歴

・
公

民
が

2
の

場
合

は
1，

地
歴

・
公

民
が

1
の

場
合

は
2

　
理

科
①

に
つ

い
て

は
，

2
科

目
で

1
と

す
る

。
　

理
科

を
1

と
す

る
場

合
は

，（
1）

理
科

①
か

ら
2

科
目

，（
2）

理
科

②
か

ら
1

科
目

の
い

ず
れ

か
と

す
る

。
　

理
科

を
2

と
す

る
場

合
は

，（
3）

理
科

①
か

ら
2

科
目

及
び

理
科

②
か

ら
1

科
目

，（
4）

理
科

②
か

ら
2

科
目

の
い

ず
れ

か
と

す
る

。
　

な
お

，（
3）

の
場

合
は

，同
一

名
称

を
含

む
科

目
の

選
択

は
不

可
と

す
る

。

1
7

～
8

科
目

地 域 科 学 部

地
域

政
策

学
科

地
域

文
化

学
科

（
入

試
は

学
部

�
�

単
位

で
実

施
）

◎
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
◎

○
△

△
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

5
～

6
教

科

1
理

科
が

2
の

場
合

は
1，

理
科

が
1

の
場

合
は

2
1

1

地
歴

・
公

民
が

2
の

場
合

は
1，

地
歴

・
公

民
が

1
の

場
合

は
2

　
理

科
①

に
つ

い
て

は
，

2
科

目
で

1
と

す
る

。
　

理
科

を
1

と
す

る
場

合
は

，（
1）

理
科

①
か

ら
2

科
目

，（
2）

理
科

②
か

ら
1

科
目

の
い

ず
れ

か
と

す
る

。
　

理
科

を
2

と
す

る
場

合
は

，（
3）

理
科

①
か

ら
2

科
目

及
び

理
科

②
か

ら
1

科
目

，（
4）

理
科

②
か

ら
2

科
目

の
い

ず
れ

か
と

す
る

。
　

な
お

，（
3）

の
場

合
は

，同
一

名
称

を
含

む
科

目
の

選
択

は
不

可
と

す
る

。

1
7

～
8

科
目

医 学 部

医
学

科
◎

○
○

○
○

◎
◎

○
○

○
◎

5
教

科

1
1

1
1

2
1

7
科

目

看
護

学
科

◎
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
◎

5
教

科
7

科
目

，
6

教
科

7
～

8
科

目
1

理
科

が
2

の
場

合
は

1，
理

科
が

1
の

場
合

は
2

1
1

地
歴

・
公

民
が

2
の

場
合

は
1，

地
歴

・
公

民
が

1
の

場
合

は
2

　
理

科
①

に
つ

い
て

は
，

2
科

目
で

1
と

す
る

。
　

理
科

を
1

と
す

る
場

合
は

，（
1）

理
科

①
か

ら
2

科
目

，（
2）

理
科

②
か

ら
1

科
目

の
い

ず
れ

か
と

す
る

。
　

理
科

を
2

と
す

る
場

合
は

，（
3）

理
科

②
か

ら
2

科
目

と
す

る
。

1
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8
前
期
日
程
（
大学入試センター試験の受験を要する教科・科目





















）

学 部 等

受
　

　
験

　
　

を
　

　
要

　
　

す
　

　
る

　
　

教
　

　
科

　
　

・
　

　
科

　
　

目
国 語

地
理

歴
史

公
　

民
数

　
　

　
　

　
学

理
　

　
　

　
　

科
外

　
国

　
語

合 計

国 語

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ａ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

地 理 Ｂ

現 代 社 会

倫 理

政 治 ・ 経 済

倫 理 ， 政 治 ・ 経 済

数
学

①
数

学
②

理
科

①
理

科
②

英 語

ド イ ツ 語

フ ラ ン ス 語

中 国 語

韓 国 語

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅰ ・ 数 学 Ａ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅱ ・ 数 学 Ｂ

簿 記 ・ 会 計

情 報 関 係 基 礎

物 理 基 礎

化 学 基 礎

生 物 基 礎

地 学 基 礎

物 理

化 学

生 物

地 学

工
学

部
◎

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

◎
○

△
○

○
○

○
○

○
○

○
5

教
科

1
1

1
1

2
1

7
科

目

応 用 生 物 科 学 部

応
用

生
命

科
学

課
程

生
産

環
境

科
学

課
程

◎
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
◎

○
△

○
○

○
○

○
○

○
○

○
5

教
科

1
1

1
1

2
1

7
科

目

共
同

獣
医

学
科

◎
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
◎

◎
○

○
○

○
○

○
○

○
○

5
教

科

1
1

1
1

2
1

7
科

目

（
注
）
1　
◎
印
は
必
須
科
目
，
○
印
は
選
択
科
目
を
表
し
，
△
印
は
指
定
さ
れ
た
者
の
み
選
択
解
答
で
き
る
科
目
を
表
し
ま
す
。

2　
「
地
理
歴
史
，
公
民
」，
「
理
科
②
」
に
お
い
て
，
指
定
科
目
数
を
1
科
目
と
し
て
い
る
場
合
の
2
科
目
受
験
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
第
1
解
答
科
目
の
得
点
を
採
用
し
ま
す
。

　（
な
お
，
第
2
解
答
科
目
の
得
点
は
一
切
採
用
し
な
い
の
で
，
学
部
・
学
科
等
が
指
定
す
る
科
目
を
第
2
解
答
科
目
で
受
験
し
た
場
合
，
出
願
無
資
格
者
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

3　
教
育
学
部
，
地
域
科
学
部
及
び
医
学
部
看
護
学
科
の
志
願
者
で
，「
地
理
歴
史
，
公
民
」，
「
理
科
②
」
を
い
ず
れ
も
2
科
目
ず
つ
計
4
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，「
地
理
歴
史
，
公
民
」
と
「
理
科
②
」
の

各
々
の
第
1
解
答
科
目
の
得
点
と
，
第
2
解
答
科
目
の
い
ず
れ
か
高
得
点
を
採
用
し
ま
す
。

4　
教
育
学
部
，
地
域
科
学
部
の
志
願
者
で
，「
地
理
歴
史
，
公
民
」
か
ら
2
科
目
，「
理
科
①
」
か
ら
2
科
目
及
び
「
理
科
②
」
か
ら
1
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，
以
下
の
（
1）
～
（
3）
の
得
点
を
採
用
し

ま
す
。（
1）
「
地
理
歴
史
，
公
民
」
の
第
1
解
答
科
目
の
得
点
，（
2）
「
理
科
①
」
の
2
科
目
の
合
計
得
点
と
「
理
科
②
」
の
1
科
目
の
得
点
の
い
ず
れ
か
高
得
点
，（
3）
「
地
理
歴
史
，
公
民
」
の
第
2
解

答
科
目
の
得
点
と
（
2）
で
採
用
し
な
か
っ
た
科
目
の
得
点
の
い
ず
れ
か
高
得
点

5　
医
学
部
看
護
学
科
の
志
願
者
で
，「
地
理
歴
史
，
公
民
」
か
ら
2
科
目
，「
理
科
①
」
か
ら
2
科
目
及
び
「
理
科
②
」
か
ら
1
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，
以
下
の
（
1）
～
（
3）
の
得
点
を
採
用
し
ま
す
。（
1）

「
地
理
歴
史
，
公
民
」
の
第
1
解
答
科
目
の
得
点
，（
2）
「
理
科
①
」
の
2
科
目
の
合
計
得
点
と
「
理
科
②
」
の
1
科
目
の
得
点
の
い
ず
れ
か
高
得
点
，（
3）
「
地
理
歴
史
，
公
民
」
の
第
2
解
答
科
目
の
得
点

6　
「
地
理
歴
史
，
公
民
」
か
ら
2
科
目
を
受
験
す
る
場
合
は
，
同
一
名
称
を
含
む
科
目
の
組
合
せ
で
2
科
目
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
，
教
育
学
部
，
医
学
部
看
護
学
科
の
志
願
者
が
，「
地
理
歴
史
，
公
民
」
か
ら
2
科
目
を
受
験
す
る
場
合
は
，「
地
理
歴
史
」
か
ら
1
科
目
，「
公
民
」
か
ら
1
科
目
の
選
択
と
な
り
ま
す
。

7　
「
簿
記
・
会
計
」
及
び
「
情
報
関
係
基
礎
」
を
選
択
で
き
る
者
は
，
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
。）
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
科
目
を
履
修
し
た
者
及
び
専
修
学
校
の

高
等
課
程
の
修
了
（
見
込
み
）
者
に
限
り
ま
す
。（
「
情
報
関
係
基
礎
」
に
お
い
て
は
，
職
業
教
育
を
主
と
す
る
農
業
，
工
業
，
商
業
，
水
産
，
家
庭
，
看
護
，
情
報
及
び
福
祉
の
8
教
科
に
設
定
さ
れ
て
い

る
情
報
に
関
す
る
科
目
を
履
修
し
た
者
）

8　
「
外
国
語
」
の
う
ち
，「
英
語
」
は
，「
筆
記
試
験
」
と
「
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
」
の
双
方
を
課
し
ま
す
。
筆
記
試
験
を
受
験
し
，
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
受
験
し
な
か
っ
た
場
合
は
，
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト

の
得
点
は
0
点
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
，
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
が
免
除
と
な
る
受
験
上
の
配
慮
決
定
者
に
つ
い
て
は
，
筆
記
試
験
の
得
点
を
「
英
語
」
と
し
て
各
学
部
が
定
め
る
配
点
に
換
算
し
ま
す
。
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8
前
期
日
程
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

6　個別学力検査等の実施教科・科目等
6−1　教科・科目表
学部 学科・課程・講座・コース 教　科・科目等 摘　　要

教　

育　

学　

部

国 語 教 育
社 会 科 教 育
家 政 教 育
英 語 教 育
学 校 教 育
特 別 支 援 教 育

①「国語」
②「数学イ」及び「数学ロ」のどち

らか 1 つを選択
③「外国語」

上記の①〜③のうち 2 つを選択

出題範囲
国語総合
数学イ（数Ⅰ，数 A，数Ⅱ，数 B）
数学ロ（数Ⅰ，数 A，数Ⅱ，数 B，数Ⅲ）

・数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲの範囲：全範囲（ただし，
数Ⅰは「データの分析」を除く。）

・数 A の範囲：「場合の数と確率」，「図形の
性質」（「整数の性質」に関しては，小学校
の算数と中学校の数学で学んだ知識を前提
として問うこともある。）

・数 B の範囲：「数列」，「ベクトル」
外国語�（コミュニケーション英語Ⅰ，コミュニ

ケーション英語Ⅱ，英語表現Ⅰ）
実技検査（音楽，美術，体育）

数 学 教 育
①「数学ロ」必須
②「国語」及び「外国語」のどちら

か 1 つを選択

理 科 教 育
技 術 教 育

①「数学イ」及び「数学ロ」のどち
らか 1 つを選択

②「国語」及び「外国語」のどちら
か 1 つを選択

音 楽 教 育
保 健 体 育

①「実技検査」必須
②「国語」，「数学イ」，「数学ロ」及び
「外国語」のうちから 1 つを選択

美 術 教 育
①「実技検査」及び「面接」必須
②「国語」，「数学イ」，「数学ロ」及び
「外国語」のうちから 1 つを選択

地 域 科 学 部
①「小論文」必須
②「数学」及び「外国語」のどちら

か 1 つを選択

出題範囲
数学（数Ⅰ，数 A，数Ⅱ，数 B）

・数Ⅰ・数Ⅱの範囲：全範囲（ただし，数Ⅰ
は「データの分析」を除く。）

・数 A の範囲：「場合の数と確率」，「図形の性質」（「整
数の性質」に関しては，小学校の算数と中学校の数
学で学んだ知識を前提として問うこともある。）

・数 B の範囲：「数列」，「ベクトル」
外国語�（コミュニケーション英語Ⅰ，コミュニ

ケーション英語Ⅱ，英語表現Ⅰ）

医　

学　

部

医 学 科

数学　必須
外国語　必須
理科「物基・物」，「化基・化」及び

「生基・生」から 2 つを選択
面接　必須

出題範囲
数学（数Ⅰ，数 A，数Ⅱ，数 B，数Ⅲ）

・数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲの範囲：全範囲（ただし，
数Ⅰは「データの分析」を除く。）

・数 A の範囲：「場合の数と確率」，「図形の性質」（「整
数の性質」に関しては，小学校の算数と中学校の数
学で学んだ知識を前提として問うこともある。）

・数 B の範囲：「数列」，「ベクトル」
外国語�（コミュニケーション英語Ⅰ，コミュニケーション

英語Ⅱ，コミュニケーション英語Ⅲ，英語表現Ⅰ）
理科

・物基・物の範囲：物理基礎，物理の全範囲
・化基・化の範囲：化学基礎，化学の全範囲
・生基・生の範囲：生物基礎，生物の全範囲

看 護 学 科
①「外国語」必須
②「国語」及び「数学」のどちらか

1 つを選択

出題範囲
国語総合
数学イ（数Ⅰ，数 A，数Ⅱ，数 B）

・数Ⅰ・数Ⅱの範囲：全範囲（ただし，数Ⅰ
は「データの分析」を除く。）

・数 A の範囲：「場合の数と確率」，「図形の性質」（「整
数の性質」に関しては，小学校の算数と中学校の数
学で学んだ知識を前提として問うこともある。）

・数 B の範囲：「数列」，「ベクトル」
外国語�（コミュニケーション英語Ⅰ，コミュニ

ケーション英語Ⅱ，英語表現Ⅰ）

工　

学　

部

社会基盤工学科
機械工学科
　　機械コース
　　知能機械コース
電気電子・情報工学科
　　電気電子コース
　　情報コース
　　応用物理コース

数学　必須
理科「物基・物」　必須
外国語　必須

出題範囲
数学（数Ⅰ，数 A，数Ⅱ，数 B，数Ⅲ）

・数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲの範囲：全範囲（ただし，
数Ⅰは「データの分析」を除く。）

・数 A の範囲：「場合の数と確率」，「図形の性質」（「整
数の性質」に関しては，小学校の算数と中学校の数
学で学んだ知識を前提として問うこともある。）

・数 B の範囲：「数列」，「ベクトル」
理科

・物基・物の範囲：物理基礎，物理の全範囲
・化基・化の範囲：化学基礎，化学の全範囲

外国語�（コミュニケーション英語Ⅰ，コミュニ
ケーション英語Ⅱ，英語表現Ⅰ）

化学・生命工学科
　　物質化学コース
　　生命化学コース

数学　必須
理科「化基・化」　必須
外国語　必須
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学部 学科・課程・講座・コース 教　科・科目等 摘　　要

応
用
生
物
科
学
部

応 用 生 命 科 学 課 程
生 産 環 境 科 学 課 程

数学　必須
理科「物基・物」，「化基・化」，「生

基・生」から１つを選択

出題範囲
数学（数Ⅰ，数 A，数Ⅱ，数 B）

・数Ⅰ・数Ⅱの範囲：全範囲（ただし，数Ⅰは「デー
タの分析」を除く。）

・数 A の範囲：「場合の数と確率」，「図形の性質」
（「整数の性質」に関しては，小学校の算数と中学校
の数学で学んだ知識を前提として問うこともある。）

・数 B の範囲：「数列」，「ベクトル」
理科

・物基・物の範囲：物理基礎，物理の全範囲
・化基・化の範囲：化学基礎，化学の全範囲
・生基・生の範囲：生物基礎，生物の全範囲

共 同 獣 医 学 科
理科「物基・物」，「化基・化」，「生

基・生」から１つを選択
外国語　必須

出題範囲
理科

・物基・物の範囲：物理基礎，物理の全範囲
・化基・化の範囲：化学基礎，化学の全範囲
・生基・生の範囲：生物基礎，生物の全範囲

外国語�（コミュニケーション英語Ⅰ，コミュニ
ケーション英語Ⅱ，コミュニケーション
英語Ⅲ，英語表現Ⅰ）

6－2　実技検査（教育学部）
（1）音楽実技検査

教育学部音楽教育講座を出願する者は，音楽実技検査を受験しなければなりません。
集合時刻は受験番号によって異なる場合があります。実技検査の前日に教育学部校舎前及び全学共通
教育講義棟前に掲示しますので，確認しておいてください。
次の 3種目の実技検査を行います。

種目 内　　　　　　　　容 注　　意　　事　　項 楽譜コピー
（○：要，×：不要）

１ ソルフェージュ
　新曲視唱（調号２つまで）

２ 声　　楽
　下記の歌曲の中から１曲を選び演奏する。

①　伴奏者は本学で用意する。
②　暗譜演奏すること。

×

イタリア歌曲
C.W.Gluck	 ：O del mio dolce ardor	（e-moll, c-moll）
F.P.Tosti	 ：Ideale	 （A-dur）
ドイツ歌曲
L.v.Beethoven	：Andenken	 （D-dur, C-dur）
J.Brahms	 ：Die Mainacht	 （Es-dur, Fis-dur）
日本歌曲
平井康三郎	 ：ゆりかご	 （E-dur）
髙田三郎	 ：くちなし	 （F-dur, Es-dur）

３ 器　　楽
　下記の⑴，⑵のどちらかを選択する。
⑴　ピアノ演奏
　下記の（イ），（ロ），（ハ）のうち１つを選び演奏する。
　（イ）　L. v. Beethoven 作曲の任意のピアノ・ソナタより第１楽章。
　（ロ）　J. S. Bach 作曲のインヴェンション・シンフォニアから任意の作品1曲。
　（ハ）　ロマン派，近代（1945 年以前に作曲されたものと

する）のピアノ作品より 1曲。

①　反復は省略すること。
②　暗譜演奏すること。
③　楽譜は特に指定しない。 ○

（（ハ）の場合）

⑵　管楽器・弦楽器・打楽器及びピアノ演奏
　Ａ　�任意の管楽器・弦楽器又は打楽器の独奏曲（練習曲

を含む）を演奏する。
Ａ
①　検査当日は無伴奏とする。
②　楽譜は見てもよい。
③　反復は省略すること。
④　�楽曲の途中から演奏させる
こともある。

⑤　楽器は各自持参すること。

○

　Ｂ　ピアノ演奏
　　　上記の⑴と同じ課題とする。

Ｂ　�上記⑴ピアノ演奏の注意
事項に同じ。

○
（（ハ）の場合）
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共通注意事項
＜提出物＞　以下 2点を他の出願書類と一緒に提出してください。
　（a）選択楽曲調書（募集要項に封入）― i）楽曲名，ii）調名，iii）作曲者名（原語で作曲者名を併

記），iv）楽譜の出版社名等を記入。
　（b）「3器楽（1）ピアノ伴奏（ハ）ロマン派，近代のピアノ作品」および「3器楽（2）管・弦・打

楽器」を選択した場合は，その楽譜のコピー―受験者名，作曲者名，曲名を記入。1曲が複
数枚となる場合は，左上をホッチキスで留めて提出。

（2）美術実技検査
教育学部美術教育講座を出願する者は，美術実技検査を受験しなければなりません。
集合時刻等については，実技検査の前日に教育学部校舎前及び全学共通教育講義棟前に掲示しますの
で，確認しておいてください。
構想画（自画像を時間のイメージと組み合わせた鉛筆画。四つ切り［380 × 540mm］画用紙使用。）に
よる実技検査を行います。
①カルトン，画用紙，鏡は大学で用意します。
②鉛筆，練りゴム等の描画材は各自持参してください。
③実技検査は 3時間です。
④実技検査後に簡単な面接を行います。
⑤実技検査に資料の持ち込みを許可します。ただし，以下の事項に注意してください。
　・紙に描いたもの，または印刷したものに限ります。
　・A4［210× 297mm］サイズ以下のものを 3枚まで（両面使用可）とします。
　・パソコン，スマートフォン，デジタルカメラ等の電子機器は使用を許可しません。

（3）体育実技検査
教育学部保健体育講座を出願する者は，体育実技検査を受験しなければなりません。
集合時刻等については，実技検査の前日に教育学部校舎前及び全学共通教育講義棟前に掲示しますの
で，確認しておいてください。
次の 2種目の実技検査を行いますので，事前に医師の健康診断（健康診断書の提出は不要）を受けて
おいてください。
Ａ　運動の基礎的能力検査
Ｂ　運動の専門的能力検査（陸上競技，水泳，器械運動，柔道，剣道，バレーボール，バスケットボー
ル，ハンドボール，サッカー及びダンスのうちから 1種目を選択します。）

（注）　・�実技のできる服装及び体育館シューズ，グラウンドシューズを持参してください（受付後，
更衣室において着替える時間を設けています）。

　　　　なお，このほかBの実技検査に使用する用具は，各自が持参しても構いません。
・試験中に怪我等をした場合には，受験者の自己責任とさせていただきますので，あらかじめ
ご了承願います。
　事前の傷害保険への加入や健康診断の受診は，受験者自身の判断により行ってください。
　また，怪我等が原因で，その後の試験を受験できなかった場合でも，理由の如何に関わらず，
試験は行いません。なお，怪我等が発生した場合に備え，救護員を配置して実施いたします。

6−3　小論文（地域科学部）
テーマの的確な把握，論理的な思考力等をみるために行います。特定の教科の学力を問うものではありません。

6−4　面接（医学部医学科）
面接は，総合判定の資料（配点なし）とし，医学科のアドミッション・ポリシーに適合しないと判定し
た場合は，総合点にかかわらず不合格とします。
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【各学部・学科等の入試における特色】
教育学部
  〔前期日程・後期日程〕
　卒業後に教師として必要となる幅広い基礎的学力を問うべく，センター試験を課します。個別学力検査では，
前期日程において英語，数学，国語から2教科（音楽教育講座及び保健体育講座は関連する実技と1教科，美術
教育講座は関連する実技に加え面接と1教科），後期日程においては英語，数学，国語，理科（物理・化学・生
物）から1教科（実技系は関連する実技）の試験を課し，教育学部で学ぶのに必要な論理的思考力（実技系は実
技能力）を問います。

地域科学部
  〔前期日程〕
　地域科学部で学ぶのに必要な基礎学力を判定するため，大学入試センター試験を課しています。
　個別学力検査では，数学または英語（どちらかを選択），および小論文試験を課しています。前者は，高校で学
んだ数学または英語の学力を評価します。
　また，後者は，読解力や論理的思考力・表現力・関心の広さ，着眼点などを評価します。
　高校で履修しているどの授業も大切にし，幅広く学んでおくこと，さらに，豊富な読書体験を積んでおくこと
を勧めます。

医学部医学科
  〔前期日程・後期日程〕
　大学入試センター試験で幅広い基礎学力を問い，個別学力検査（数学・理科（2 科目）・外国語（英語））を課
すことによって，理数系の能力と応用力，英語力を問い，論理的思考と問題解決能力に秀でた学生を選抜します。
　また，医療人・医学研究者となるにふさわしい資質・適性をみるために面接を行います。

医学部看護学科
  〔前期日程〕
　人を愛し生命を尊び，全ての人々の健康の向上に寄与する看護職になるために必要な総合的基礎学力を評価す
るために大学入試センター試験と個別学力検査として国語又は数学，英語を実施します。

工学部
  〔前期日程・後期日程〕
　大学入試センター試験では国語，地歴・公民，数学，理科，外国語の5教科を課し，受験する者がこれまでに
身につけた基礎学力の評価を行います。
　個別学力検査では，工学を学ぶ上で不可欠な数学と理科（物理又は化学）並びに工学技術者として必須である
英語を課し，大学入試センター試験と個別学力検査の合計点により合格者を決定します。
　基礎学力に加えて理解力・応用発展能力がどれだけあるかを評価するため個別試験に重きを置き，大学入試セ
ンター試験と個別学力検査の配点比率は，前期日程を500：1000，後期日程を500：1500とします。
　工学部は4学科9コースで構成され，出願時には社会基盤工学科を除き志望学科にあるコースに限りコースに
志望順位をつけて出願できます。

応用生物科学部
  〔前期日程〕
　全般的学力の高い学生を選抜する入試ですので，幅広く学習をしてきた者を対象としています。
　大学入試センター試験と個別学力検査を課し，応用生命科学課程および生産環境科学課程においては理数系に
秀でた者，共同獣医学科においては理科及び英語力を備えた者を求めています。
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7　配　　点
教科・科目等

学部・課程・講座

国

語

地

歴

公

民

数

学

理

科

外
国
語

実

技

面

接

合

計
備　考

教　

育　

学　

部

学校教育
教員養成
課 程

国 語 教 育
社会科教育
家 政 教 育
英 語 教 育
学 校 教 育
特別支援教育

DNC 100
100

100
50

100 450

地歴，公民が2科目（1科目）
の場合は，理科が1科目（2
科目）

数学 2科目
50 100

個別 （200） （200） （200） 400 数学を選択する者は，数学イ，数学ロのどちらか 1つ

数 学 教 育
DNC 100

100
100

50
100 450

地歴，公民が2科目（1科目）
の場合は，理科が1科目（2
科目）

数学 2科目
50 100

個別 （200） 200 （200） 400 数学ロ指定

理 科 教 育

技 術 教 育

DNC 100
100

100
50

100 450

地歴，公民が2科目（1科目）
の場合は，理科が1科目（2
科目）

数学 2科目
50 100

個別 （200） 200 （200） 400 数学は，数学イ，数学ロのどちらか1つ

音 楽 教 育

保 健 体 育

DNC 100
100

100
50

100 450

地歴，公民が2科目（1科目）
の場合は，理科が1科目（2
科目）

数学 2科目
50 100

個別等（200） （200） （200）200 400 数学を選択する者は，数学イ，数学ロのどちらか 1つ

美 術 教 育
DNC 100

100
100

50
100 450

地歴，公民が2科目（1科目）
の場合は，理科が1科目（2
科目）

数学 2科目
50 100

個別等（200） （200） （200）150 50 400 数学を選択する者は，数学イ，数学ロのどちらか 1つ

教科・科目等

学　部

国

語

地

歴

公

民

数

学

理

科

外
国
語

小
論
文

合

計
備　考

地 域 科 学 部
DNC 100

100
100

50
100 450

地歴，公民が2科目（1科目）
の場合は，理科が1科目（2
科目）

数学 2科目
50 100

個別等 （200） （200） 200 400
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教科・科目等

学部・学科・課程・コース

国

語

地

歴

公

民

数

学

理

科

外
国
語

面

接

合

計
備　考

医　

学　

部

医 学 科

DNC 100 100 200 200 200 800
数学 2科目

理科 2科目

個別 400 400 400 ※ 1200
理科は，物基・物，化基・
化，生基・生のうちから 2
つ（各 200 点）

看 護 学 科
DNC 100

100
100

50
100 450

地歴，公民が2科目（1科目）
の場合は，理科が1科目（2
科目）

数学 2科目
50 100

個別 （200） （200） 200 400

工　

学　

部

社 会 基 盤 工 学 科

DNC

200 100 200 200 200

500
数学 2科目

理科 2科目機械工学科
機械コース

合計 900 点に 9分の 5を掛けて
500 点に換算する。知能機械コース

化学・生命
工 学 科

物質化学コース

個別 400 400 200 1000

生命化学コース

電気電子・
情報工学科

電気電子コース

情報コース

応用物理コース

応
用
生
物
科
学
部

応 用 生 命 科 学 課 程

生 産 環 境 科 学 課 程

DNC 200 100 200 200 250 950
数学 2科目

理科 2科目

個別 200 200 400 理科は，物基・物，化基・
化，生基・生のうちから1つ

共 同 獣 医 学 科

DNC 200 100 200 200 200 900
数学 2科目

理科 2科目

個別 200 200 400 理科は，物基・物，化基・
化，生基・生のうちから1つ

（注）　①　配点の（　）は，選択を表します。
②　DNCとは，大学入試センター試験を表します。
③　「地歴」とは，「地理歴史」を表します。「物基」は「物理基礎」，「物」は「物理」，「化基」は「化
学基礎」，「化」は「化学」，「生基」は「生物基礎」，「生」は「生物」を表します。
④　※面接は，総合判定の資料（配点なし）とし，医学科のアドミッション・ポリシーに適合しない
と判定した場合は，総合点にかかわらず不合格とします。
⑤　DNCの「外国語」における「英語」は，筆記試験（200 点満点）とリスニングテスト（50 点満
点）の合計得点を各学部が定める配点に換算します。また，地域科学部，工学部及び応用生物科学
部については，「英語」以外の外国語は筆記試験（200 点満点）の得点を各学部が定める配点に換算
します。
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8　受験番号（前期日程）
学　部 学　科　等 受験番号 備　考

教 育 学 部

１ 教 科 志 願 者

「国語」
1 0 0 1 ～ 音楽教育単願者
1 1 0 1 ～ 美術教育単願者
1 2 0 1 ～ 保健体育単願者

「英語」
1 3 0 1 ～ 音楽教育単願者
1 4 0 1 ～ 美術教育単願者
1 5 0 1 ～ 保健体育単願者

「数学イ」
1 6 0 1 ～ 音楽教育単願者
1 6 5 1 ～ 美術教育単願者
1 7 0 1 ～ 保健体育単願者

「数学ロ」
1 8 0 1 ～ 音楽教育単願者
1 8 5 1 ～ 美術教育単願者
1 9 0 1 ～ 保健体育単願者

２ 教 科 志 願 者

「国語」・「英語」

2 0 0 1 ～ 実技系講座との併願のない志願者
2 9 0 1 ～ 音楽教育との併願者
2 9 3 1 ～ 美術教育との併願者
2 9 6 1 ～ 保健体育との併願者

「国語」・「数学イ」

3 0 0 1 ～ 実技系講座との併願のない志願者
3 4 0 1 ～ 音楽教育との併願者
3 4 3 1 ～ 美術教育との併願者
3 4 6 1 ～ 保健体育との併願者

「国語」・「数学ロ」

3 5 0 1 ～ 実技系講座との併願のない志願者
3 9 0 1 ～ 音楽教育との併願者
3 9 3 1 ～ 美術教育との併願者
3 9 6 1 ～ 保健体育との併願者

「数学イ」・「英語」

4 0 0 1 ～ 実技系講座との併願のない志願者
4 4 0 1 ～ 音楽教育との併願者
4 4 3 1 ～ 美術教育との併願者
4 4 6 1 ～ 保健体育との併願者

「数学ロ」・「英語」

4 5 0 1 ～ 実技系講座との併願のない志願者
4 9 0 1 ～ 音楽教育との併願者
4 9 3 1 ～ 美術教育との併願者
4 9 6 1 ～ 保健体育との併願者

地 域 科 学 部 2 0 0 1 ～ 「数学」選択者
4 0 0 1 ～ 「外国語」選択者

医 学 部
医 学 科

6 0 0 1 ～ 「物理」・「化学」選択者
7 0 0 1 ～ 「物理」・「生物」選択者
8 0 0 1 ～ 「化学」・「生物」選択者

看 護 学 科 1 0 0 1 ～ 「国語」選択者
2 0 0 1 ～ 「数学」選択者

工 学 部

社 会 基 盤 工 学 科 1 0 0 1 ～

機 械 工 学 科
機械コース 3 0 0 1 ～

第 1 志望コースで受験番号を割り振りま
す。

知能機械コース 4 0 0 1 ～

化学・生命工学科
物質化学コース 5 0 0 1 ～
生命化学コース 6 0 0 1 ～

電 気 電 子・
情 報 工 学 科

電気電子コース 7 0 0 1 ～
情報コース 8 0 0 1 ～
応用物理コース 9 0 0 1 ～

応 用 生 物
科 学 部

応用生命科学課程
生産環境科学課程

数学・化学 2 0 0 1 ～
志望課程による区分は行わず，理科の選
択科目で区分します。数学・生物 3 0 0 1 ～

数学・物理 4 0 0 1 ～

共 同 獣 医 学 科
化学・英語 8 0 0 1 ～

理科の選択科目で区分します。生物・英語 8 3 0 1 ～
物理・英語 8 6 0 1 ～
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1　募　集　人　員
　1−1　教育学部

課　程・講　座 募集人員 課　程・講　座 募集人員

学 校 教 育
教 員 養 成
課 程

国 語 教 育 3 人

学 校 教 育
教 員 養 成
課 程

技 術 教 育 4 人
数 学 教 育 6 人 家 政 教 育 2 人
理 科 教 育 7 人 英 語 教 育 7 人
音 楽 教 育 3 人 学校教育 心理学コース 4 人
保 健 体 育 7 人 特 別 支 援 教 育 3 人

計 46 人

（注）　理科教育講座には，次の専攻があります。
　「物理学」，「化学」，「生物学」及び「地学」の 4専攻
　理科教育講座は，専攻を区別せず講座単位で合格者を発表します。所属専攻は，本人の志望と 1年
次の成績を考慮し，2年次前学期に入るときに各専攻に割り振ります。

　1−2　地域科学部
学　科 募集人員

地 域 政 策 学 科・ 地 域 文 化 学 科 21 人
（注）　入試は学科の区別をせず学部単位で行います。所属学科は 2年次後学期に専門セミナーの選択を通

じて決定します。

　1−3　医学部
学　科 募集人員

医 学 科 25 人
看 護 学 科 20 人

計 45 人

1−4　工学部

学　科・コース 募集人員 学　科・コース 募集人員

社 会 基 盤 工 学 科 24 人
電気電子・情報
工 学 科

電気電子コース 34 人
機 械
工 学 科

機 械 コ ー ス 35 人 情 報 コ ー ス 28 人
知能機械コース 21 人 応用物理コース 10 人

化学・生命工学科
物質化学コース 35 人 計 214 人
生命化学コース 27 人

（注）　社会基盤工学科は，コースの区別をせず学科単位で入試を行います。所属コースは 3年次進級時に
決定します。

　1−5　応用生物科学部
課　程 募集人員

応 用 生 命 科 学 課 程 10 人
生 産 環 境 科 学 課 程 10 人

計 20 人

9　後期日程
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2　2段階選抜の実施
　医学部医学科の志願者数が募集人員の約 15 倍を超えた場合には，個別学力試験を適切に実施するため，
大学入試センター試験の成績（後期日程試験で用いる科目・配点に同じ，満点 400 点）により第 1段階選
抜を行います。なお，第 1段階選抜の結果は，令和 2年 2 月 12 日（水）15 時に岐阜大学ホームページ
（https://www.gifu-u.ac.jp/）でセンター試験受験番号により発表します。また，第 1段階選抜の結果，不
合格となった者には不合格通知を送付します（2月 18 日頃発送予定）。この場合，検定料の一部（13,000
円）を返還します。検定料返還についても，不合格の結果と併せて通知します。

3　個別学力検査等の期日及び試験場
　試験場は，岐阜大学〔岐阜市柳戸 1番 1〕です。応用生物科学部棟の改修工事に伴い，志願者数等の関
係で試験場が変更となる場合があります。岐阜大学ホームページ（https://www.gifu-u.ac.jp/）で確認して
ください。

　令和2年3月12日（木）

学　部　等 教科等及び時間 試　験　場

教 育 学 部

国 語  9：30 〜 11：10

教育学部棟
全学共通教育講義棟

数 学  9：30 〜 11：30
理 科 13：00 〜 15：00
外 国 語 16：10 〜 17：40
実 技 検 査 9：00 〜

地 域 科 学 部 小 論 文 10：00 〜 12：00 地域科学部棟

医 学 部
医 学 科

数 学  9：30 〜 11：30
全学共通教育講義棟理 科 13：00 〜 15：00

外 国 語 16：10 〜 17：40

看 護 学 科 小 論 文 10：30 〜 11：30 医学部看護学科棟面 接 13：00 〜

工 学 部
数 学  9：30 〜 11：30

工学部棟，教育学部棟理 科 13：00 〜 15：00 
外 国 語 16：10 〜 17：40

応 用 生 物 科 学 部
（応用生命科学課程，生産環境科学課程） 理 科 13：00 〜 15：00 応用生物科学部棟

　令和2年3月13日（金）

学　部　等 内容及び時間 試　験　場

医 学 部 （ 医 学 科 ） 面 接 9：00〜12：00（予定） 医学部教育・福利棟

（注）　①　試験場の下見は試験前日にできます。ただし，校舎内へは入れません。（→P. 60〜）
②　教育学部の試験は，講座等によって異なるので，注意してください。
③　医学部医学科の面接については，集合時刻・場所等を前日の学力検査の際に，掲示により指示
するので，必ず確認してください。
④　試験場への集合時刻は，試験開始 30 分前です。
　　試験開始時刻に遅刻した場合は，試験開始後 30 分以内に限り，受験を認めます。
⑤　志願者数によりキャンパス内での試験場変更の可能性がありますので，岐阜大学ホームページ
（https://www.gifu-u.ac.jp/）で確認してください。
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⑥　 大学入試センター試験受験票  と  岐阜大学受験票  の両方を必ず持参してください。
⑦　試験終了時刻は上記のとおりですが，試験開始時刻の繰り下げ等，不測の事態発生の場合はこ
の限りではありません。帰路の予定を立てるにあたりお含みおきください。

4　出願手続
　出願手続は「インターネットによる入力」，「検定料の支払い」，「必要書類の郵送」を行っていただきます。

4−1　出願期間
令和2年1月27日（月）〜2月5日（水）17時必着
出願書類の提出は郵送に限ります。インターネット出願サイトで入力及び検定料支払い後に，書類を印
刷し，出願書類一式を郵送してください。出願期間内に出願書類を提出しない場合や，出願書類に不備が

ある場合は，出願は無効となります。

出願期間後に到着したものは受理できません。ただし，2月 3日（月）以前（2/3 を含む）の発信局（日

本国内）消印のある簡易書留速達郵便に限り，期間後に到着した場合でも受理します。

※郵送事情を考慮し，出願書類を出願期間内に間に合うように郵送してください。

4−2　出願方法等
出願書類の提出は郵送に限ります。
⑴　インターネット出願サイトから印刷した「封筒貼付用宛名シート」を角形 2号（A 4 サイズ）の封筒
に貼り付け，出願書類（→ P.38）を入れ，郵便局の窓口で簡易書留速達として郵送してください。
　　なお，この際に郵便局の窓口で受け取った簡易書留速達の受領証は，出願したことの重要な証明書類
となりますので，大切に保管しておいてください。
⑵　出願書類受付後は，記載内容の変更は認められません。また，一度受理した出願書類及び一旦領収し

た検定料は原則として返還できません。

4−3　受験票
⑴　受験票は，本学で出願書類を確認後，2 月 18 日（火）10 時から，インターネット出願サイトで発行
が可能となります。各自で印刷したうえで，必ず試験当日に持参してください。

⑵　受験番号は，受験票により通知します。
　　なお，受験票発行後，「8受験番号（後期日程）」（→ P.52）を参照して，必ず出願内容と相違ないか
確認してください。
⑶　当日は，受験票に記載のある試験場を確認の上，お越しください。

4−4　複数受験
⑴　前期日程の大学・学部（本学及び他大学）との併願は可能です。
　　また，本学の学部間，同一学部内の学科・課程・講座等間での併願も可能です。（前期日程と後期日程
で志望学科・課程・講座等が同一であるか異なるかを問わず，どの学科・課程・講座等への併願も可能
です。）
⑵　後期日程の大学・学部（本学及び他大学）との併願はできません。

インターネット
出願サイトで
志願者情報を

登録

検定料の支払い
入学志願票
等の提出用
書類を印刷

出願書類を郵送
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⑶　前期日程試験に合格し，令和 2年 3月 15 日（日）までに入学手続を完了した者は，後期日程試験を受
験しても合格者とはなりません。
⑷　他の国公立大学・学部の推薦入学合格者は，当該推薦入学を実施した大学・学部の定める推薦入学辞
退手続によって入学辞退を許可された場合を除き，本学の個別学力検査等を受験しても合格者とはなり
ません。

4－5　出願書類等
種　　　類 該　当　者

１ 岐阜大学入学志願票（後期日程用） 全員

２ 調査書 全員

３ 楽譜・選択楽曲調書 教育学部音楽教育講座の志願者

４ 運動歴調書 教育学部保健体育講座の志願者

〈注意事項〉
1．岐阜大学入学志願票（後期日程用）
　　　　4− 6「インターネット出願サイト」の入力に関する注意事項（→ P.40 〜 43）を確認して，イン

ターネット出願サイトで入力してください。入力後にA 4 サイズで印刷してください。

2．調査書
　○　卒業見込みの者
　　　　在学する学校長が作成し，厳封してください。
　○　既卒者

　出身の学校長が作成し，厳封してください。平成 23 年度入学者選抜から様式が変更になっていま
すので注意してください。（様式が旧来の場合は，現行の様式で作成した調査書を提出してくださ
い。）

　○　高等学校卒業程度認定試験の全科目合格者（合格見込み者含む）
　　合格証明書と合格成績証明書（合格見込み者は，合格見込成績証明書）を提出してください。

　○　高等学校卒業程度認定試験の合格者で免除科目がある者（合格見込み者含む）
　合格証明書と合格成績証明書（合格見込み者は，合格見込成績証明書）に加え，学校長が発行し
た当該科目の成績証明書又は調査書を提出してください。

　○　大学入学資格検定合格者
　　合格証明書と成績証明書を提出してください。

　○　大学入学資格検定合格者で免除科目がある者
　合格証明書と成績証明書に加え，学校長が発行した当該科目の成績証明書又は調査書を提出して
ください。

　○　その他（以下の理由で調査書が提出できない者）
　指導要録の保存期間の終了，廃校，被災，その他の理由によって出身学校の調査書が提出できな
い者
　単位修得証明書等と卒業証明書の提出をもってこれに代えることができます。
　さらに，単位修得証明書等も提出できない場合は，単位修得証明書等が発行できない旨の証明書
と卒業証明書をもって代えることができます。この場合，厳封する必要はありません。
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3．楽譜・選択楽曲調書
　【楽譜】余白に志願者本人の氏名，作曲者名，曲名を記入してください。

なお，1曲が複数枚となる場合は左上をホッチキスで留めて提出してください。
　【選択楽曲調書】所定の用紙（後期日程用）を使用し，欄外に記載されている記入上の注意事項を

確認して，漏れなく記入してください。

4．運動歴調書
　所定の用紙（後期日程用）に記入の上，調査書に同封してください。
　実技検査選択種目欄には，インターネット出願サイトの「保健体育講座実技」欄で選択した種目と
同じ種目の番号を○で囲んでください。
　文部科学省スポーツテストは，高校 3年生時を記入してください。高校 3年生時の記録がなければ，
高校 2年生，高校 2年生時の記録がなければ，高校 1年生時の記録を記入してください。余白にその
旨を記入してください。記録がない場合は空欄で構いません。
　競技歴は学校の課外活動以外も記載可能です。都道府県大会以上について記載し，記載する成績・
記録等が無い場合は枠内に「記載事項なし」と記載してください。なお，その場合も記載責任者の記
載および押印は必要です。
　都道府県，ブロック，全国の大会において入賞した場合は，それを証明する書類等（賞状等の写し）
を必ず添付すること。

5．出願用封筒
　市販の角形 2号封筒（Ａ 4サイズ）に，インターネット出願サイトから「封筒貼付用宛名シート」
を印刷して貼り付け，出願書類を入れて，郵便局の窓口で簡易書留速達として郵送してください。
※前期日程，後期日程を併願する場合は，別々の封筒で出願書類を郵送してください。
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4−6　「インターネット出願サイト」の入力に関する注意事項

　以下の①〜⑫をよく読んでからインターネット出願サイトで出願情報を入力してください。
※インターネット出願サイトは，必ず志願者本人が入力してください。

①入試区分・志望学部
出願する入試区分と志望する学部の組合せを選択して，「次へ」に進んでください。

②志望学部・学科等　
志望する学部・学科等を選択してください。
・教育学部を志望する者は，教育学部の出願に関する注意事項（→ P.42）の（1）を参照してください。
・地域科学部を志望する者は，地域科学部を選択してください。
・工学部を志望する者は，1つの学科へ出願することができます。出願する学科内の志望順位毎にコー	
スを選択することができます（社会基盤工学科を除く）。詳しくは，工学部の出願に関する注意事項
（→ P.43）を参照してください。
・応用生物科学部については，他の課程を第 2志望とすることができます。その場合は，第 2志望の課
程名を第 2志望欄に入力してください。
なお，後期日程について，共同獣医学科は募集しません。

③受験教科・科目等（工学部志願者を除く。→P.46〜）　
本学の一般入試（後期日程）で受験する教科・科目を選択してください。
医学部医学科の場合，理科 3科目のうちから 2つ選択します。該当の組合せを選択してください。
教育学部の保健体育講座を志望する場合，実技種目を１つ選択してください。

④大学入試センター試験受験教科・科目　

学部・学科等が指定する教科・科目のうち，受験した教科・科目を選択してください。

⑤大学入試センター試験受験番号等　
大学入試センター試験受験票の試験場コード，受験番号，発行回数を入力してください。

⑥志願者情報
氏名（フリガナ），氏名（漢字），性別，生年月日，メールアドレスを入力してください。

⑦写真アップロード
3 か月以内に撮影した無帽・上半身（服装は自由）・正面向き・背景なしの写真を電子ファイル（JPEG
形式）で登録してください。写真データのサイズは 3MB以下でないと登録できません。写真の現物を
提出する必要はありません。
※正面を向いた顔がはっきり確認できるもの（顔に影がないもの）を登録してください。
※証明写真をカメラで再撮影したものを登録しないでください。
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⑧志願者住所・電話番号
ここに入力した住所に合格通知書及び入学手続案内を送付しますので，確実に届く住所を入力してくだ
さい。

出願書類に不備があった場合には，大学担当者から問い合わせることがありますので，日中に確実に連
絡が取れる電話番号を入力してください。

⑨出願資格　
卒業又は卒業見込の学校名等を入力してください。
高等学校（中等教育学校及び特別支援学校の高等部を含む。）以外の出願資格の方は，画面の案内に従っ
て入力してください。

⑩その他連絡先（保護者等連絡先）
　志願者以外の連絡先について，氏名，電話番号を入力してください。

⑪検定料払込　
志願者情報画面の確認後，案内に沿って検定料17,000円の払込をしてください。

⑫令和2年度センター試験成績請求票　
「後 令和 2センター試験成績請求票（国公立後期日程用）」をインターネット出願サイトから印刷した入
学志願票（後期日程用）の指定場所に貼り付けてください。
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　　教育学部の出願に関する注意事項
（1）出願する課程・講座

①　後期日程については，学校教育教員養成課程の実技系講座（音楽教育講座，保健体育講座）と
特別支援教育講座を除く 7講座（ただし，学校教育講座は心理学コースのみ）から最大三つま
で出願することができます。（一つ又は二つの講座だけを出願しても構いません。）

②　実技系講座（音楽教育講座，保健体育講座）を出願する場合，他講座との併願はできません。
③　特別支援教育講座を出願する場合，他講座との併願はできません。

　　　　【注意：前期試験とは併願できる講座が異なります。】

○受験教科と併願可能講座等の組合せ

講座名

教科

国
語
教
育
講
座

数
学
教
育
講
座

理
科
教
育
講
座

技
術
教
育
講
座

家
政
教
育
講
座

英
語
教
育
講
座

学
校
教
育
講
座

（
心
理
学
コ
ー
ス
）

国語 ○ 不可 不可 不可 ○ 不可 ○
数学 不可 ○ 不可 ○ ○ 不可 ○
理科
　物基・物
　化基・化
　生基・生

不可 不可 ○ ○ ○ 不可 不可

外国語 不可 不可 不可 不可 ○ ○ ○

（2）講座による受験教科の制約・入力方法
①　音楽教育講座，保健体育講座を出願する場合
実技検査を受験（他講座との併願はできません。）
出願サイトの入力画面では，受験教科・科目等欄の該当する項目を選択してください。　（例：
音楽実技）
保健体育講座を出願する者は，実技種目欄から 1つ選択してください。

②　非実技系講座（音楽教育講座，保健体育講座以外の講座）を出願する場合
国語，数学，理科，外国語のうち，各講座が指定する 1教科を選択し受験（選択した教科によ
り最大 3講座まで併願できます。ただし，特別支援教育講座は併願できません。）
出願サイトの入力画面では，受験教科・科目等欄の国語，数学，外国語，物基・物，化基・化，
生基・生のうち，受験する 1教科・科目を選択してください。　（例：国語）
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　　工学部の出願に関する注意事項
・1つの学科へ出願することができます。
・出願する学科内のコースに志望順位をつけることができます。機械工学科，化学・生命工学科の 2学
科はそれぞれの学科内の 2コースについて，第 2志望まで順位をつけられます。電気電子・情報工学
科は学科内の 3コースについて，第 3志望まで順位をつけられます。

・第 1志望のコースだけの出願もできます。
・合格者の決定については，「令和 2年度一般入試合否判定基準」の工学部（→ P.56）をご覧ください。
・社会基盤工学科の所属コースは，3年次進級時に決定します。

◎志望学科に対して出願できる志望コースの組合せ

機械工学科　を志望する場合の組合せ
志望コース（略称）

第１志望 第２志望 第３志望
機械 知能
機械
知能 機械
知能

化学・生命工学科　を志望する場合の組合せ
志望コース（略称）

第１志望 第２志望 第３志望
物質 生命
物質
生命 物質
生命

電気電子・情報工学科　を志望する場合の組合せ
志望コース（略称）

第１志望 第２志望 第３志望
電気 情報 物理
電気 物理 情報
電気 情報
電気 物理
電気
情報 物理 電気
情報 電気 物理
情報 物理
情報 電気
情報
物理 電気 情報
物理 情報 電気
物理 電気
物理 情報
物理
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5
　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
受
験
を
要
す
る
教
科
・
科
目

学 部 等

受
　

　
験

　
　

を
　

　
要

　
　

す
　

　
る

　
　

教
　

　
科

　
　

・
　

　
科

　
　

目
国 語

地
理

歴
史

公
　

民
数

　
　

　
　

　
学

理
　

　
　

　
　

科
外

　
国

　
語

合 計

国 語

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ａ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

地 理 Ｂ

現 代 社 会

倫 理

政 治 ・ 経 済

倫 理 ， 政 治 ・ 経 済

数
学

①
数

学
②

理
科

①
理

科
②

英 語

ド イ ツ 語

フ ラ ン ス 語

中 国 語

韓 国 語

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅰ ・ 数 学 Ａ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅱ ・ 数 学 Ｂ

簿 記 ・ 会 計

情 報 関 係 基 礎

物 理 基 礎

化 学 基 礎

生 物 基 礎

地 学 基 礎

物 理

化 学

生 物

地 学

教
育

学
部

◎
○

○
○

○
○

○
○

◎
○

△
△

○
○

○
○

○
○

○
○

◎
5

～
6

教
科

1
理

科
が

2
の

場
合

は
1，

理
科

が
1

の
場

合
は

2
1

1

地
歴

・
公

民
が

2
の

場
合

は
1，

地
歴

・
公

民
が

1
の

場
合

は
2

　
理

科
①

に
つ

い
て

は
，

2
科

目
で

1
と

す
る

。
　

理
科

を
1

と
す

る
場

合
は

，（
1）

理
科

①
か

ら
2

科
目

，（
2）

理
科

②
か

ら
1

科
目

の
い

ず
れ

か
と

す
る

。
　

理
科

を
2

と
す

る
場

合
は

，（
3）

理
科

①
か

ら
2

科
目

及
び

理
科

②
か

ら
1

科
目

，（
4）

理
科

②
か

ら
2

科
目

の
い

ず
れ

か
と

す
る

。
　

な
お

，（
3）

の
場

合
は

，同
一

名
称

を
含

む
科

目
の

選
択

は
不

可
と

す
る

。

1
7

～
8

科
目

地 域 科 学 部

地
域

政
策

学
科

地
域

文
化

学
科

（
入

試
は

学
部

�
�

単
位

で
実

施
）

◎
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
◎

○
△

△
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

5
～

6
教

科

1
理

科
が

2
の

場
合

は
1，

理
科

が
1

の
場

合
は

2
1

1

地
歴

・
公

民
が

2
の

場
合

は
1，

地
歴

・
公

民
が

1
の

場
合

は
2

　
理

科
①

に
つ

い
て

は
，

2
科

目
で

1
と

す
る

。
　

理
科

を
1

と
す

る
場

合
は

，（
1）

理
科

①
か

ら
2

科
目

，（
2）

理
科

②
か

ら
1

科
目

の
い

ず
れ

か
と

す
る

。
　

理
科

を
2

と
す

る
場

合
は

，（
3）

理
科

①
か

ら
2

科
目

及
び

理
科

②
か

ら
1

科
目

，（
4）

理
科

②
か

ら
2

科
目

の
い

ず
れ

か
と

す
る

。
　

な
お

，（
3）

の
場

合
は

，同
一

名
称

を
含

む
科

目
の

選
択

は
不

可
と

す
る

。

7
～

8
科

目

医 学 部

医
学

科
◎

○
○

○
○

◎
◎

○
○

○
◎

5
教

科

1
1

1
1

2
1

7
科

目

看
護

学
科

◎
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
◎

5
教

科
7

科
目

，
6

教
科

7
～

8
科

目
1

理
科

が
2

の
場

合
は

1，
理

科
が

1
の

場
合

は
2

1
1

地
歴

・
公

民
が

2
の

場
合

は
1，

地
歴

・
公

民
が

1
の

場
合

は
2

　
理

科
①

に
つ

い
て

は
，

2
科

目
で

1
と

す
る

。
　

理
科

を
1

と
す

る
場

合
は

，（
1）

理
科

①
か

ら
2

科
目

，（
2）

理
科

②
か

ら
1

科
目

の
い

ず
れ

か
と

す
る

。
　

理
科

を
2

と
す

る
場

合
は

，（
3）

理
科

②
か

ら
2

科
目

と
す

る
。

1
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学 部 等

受
　

　
験

　
　

を
　

　
要

　
　

す
　

　
る

　
　

教
　

　
科

　
　

・
　

　
科

　
　

目
国 語

地
理

歴
史

公
　

民
数

　
　

　
　

　
学

理
　

　
　

　
　

科
外

　
国

　
語

合 計

国 語

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ａ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

地 理 Ｂ

現 代 社 会

倫 理

政 治 ・ 経 済

倫 理 ， 政 治 ・ 経 済

数
学

①
数

学
②

理
科

①
理

科
②

英 語

ド イ ツ 語

フ ラ ン ス 語

中 国 語

韓 国 語

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅰ ・ 数 学 Ａ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅱ ・ 数 学 Ｂ

簿 記 ・ 会 計

情 報 関 係 基 礎

物 理 基 礎

化 学 基 礎

生 物 基 礎

地 学 基 礎

物 理

化 学

生 物

地 学

工
学

部
◎

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

◎
○

△
○

○
○

○
○

○
○

○
5

教
科

1
1

1
1

2
1

7
科

目

応 用 生 物 科 学 部

応
用

生
命

科
学

課
程

生
産

環
境

科
学

課
程

◎
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
◎

○
△

○
○

○
○

○
○

○
○

○
5

教
科

1
1

1
1

2
1

7
科

目

共
同

獣
医

学
科

　
　

募
集

し
な

い

（
注
）
1　
◎
印
は
必
須
科
目
，
○
印
は
選
択
科
目
を
表
し
，
△
印
は
指
定
さ
れ
た
者
の
み
選
択
解
答
で
き
る
科
目
を
表
し
ま
す
。

2　
「
地
理
歴
史
，
公
民
」，
「
理
科
②
」
に
お
い
て
，
指
定
科
目
数
を
1
科
目
と
し
て
い
る
場
合
の
2
科
目
受
験
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
第
1
解
答
科
目
の
得
点
を
採
用
し
ま
す
。

　（
な
お
，
第
2
解
答
科
目
の
得
点
は
一
切
採
用
し
な
い
の
で
，
学
部
・
学
科
等
が
指
定
す
る
科
目
を
第
2
解
答
科
目
で
受
験
し
た
場
合
，
出
願
無
資
格
者
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

3　
教
育
学
部
，
地
域
科
学
部
，
医
学
部
看
護
学
科
の
志
願
者
で
，「
地
理
歴
史
，
公
民
」，
「
理
科
②
」
を
い
ず
れ
も
2
科
目
ず
つ
計
4
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，「
地
理
歴
史
，
公
民
」
と
「
理
科
②
」
の
各
々

の
第
1
解
答
科
目
の
得
点
と
，
第
2
解
答
科
目
の
い
ず
れ
か
高
得
点
を
採
用
し
ま
す
。

4　
教
育
学
部
，
地
域
科
学
部
の
志
願
者
で
，「
地
理
歴
史
，
公
民
」
か
ら
2
科
目
，「
理
科
①
」
か
ら
2
科
目
及
び
「
理
科
②
」
か
ら
1
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，
以
下
の
（
1）
～
（
3）
の
得
点
を
採
用
し

ま
す
。（
1）
「
地
理
歴
史
，
公
民
」
の
第
1
解
答
科
目
の
得
点
，（
2）
「
理
科
①
」
の
2
科
目
の
合
計
得
点
と
「
理
科
②
」
の
1
科
目
の
得
点
の
い
ず
れ
か
高
得
点
，（
3）
「
地
理
歴
史
，
公
民
」
の
第
2
解

答
科
目
の
得
点
と
（
2）
で
採
用
し
な
か
っ
た
科
目
の
得
点
の
い
ず
れ
か
高
得
点

5　
医
学
部
看
護
学
科
の
志
願
者
で
，「
地
理
歴
史
，
公
民
」
か
ら
2
科
目
，「
理
科
①
」
か
ら
2
科
目
及
び
「
理
科
②
」
か
ら
1
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，
以
下
の
（
1）
～
（
3）
の
得
点
を
採
用
し
ま
す
。（
1）

「
地
理
歴
史
，
公
民
」
の
第
1
解
答
科
目
の
得
点
，（
2）
「
理
科
①
」
の
2
科
目
の
得
点
と
「
理
科
②
」
の
1
科
目
の
得
点
の
い
ず
れ
か
高
得
点
，（
3）
「
地
理
歴
史
，
公
民
」
の
第
2
解
答
科
目
の
得
点

6　
「
地
理
歴
史
，
公
民
」
か
ら
2
科
目
を
受
験
す
る
場
合
は
，
同
一
名
称
を
含
む
科
目
の
組
合
せ
で
2
科
目
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
，
教
育
学
部
，
医
学
部
看
護
学
科
の
志
願
者
が
，「
地
理
歴
史
，
公
民
」
か
ら
2
科
目
を
受
験
す
る
場
合
は
，「
地
理
歴
史
」
か
ら
1
科
目
，「
公
民
」
か
ら
1
科
目
の
選
択
と
な
り
ま
す
。

7　
「
簿
記
・
会
計
」
及
び
「
情
報
関
係
基
礎
」
を
選
択
で
き
る
者
は
，
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
。）
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
科
目
を
履
修
し
た
者
及
び
専
修
学
校
の

高
等
課
程
の
修
了
（
見
込
み
）
者
に
限
り
ま
す
。（
「
情
報
関
係
基
礎
」
に
お
い
て
は
，
職
業
教
育
を
主
と
す
る
農
業
，
工
業
，
商
業
，
水
産
，
家
庭
，
看
護
，
情
報
及
び
福
祉
の
8
教
科
に
設
定
さ
れ
て
い

る
情
報
に
関
す
る
科
目
を
履
修
し
た
者
）

8　
「
外
国
語
」
の
う
ち
，「
英
語
」
は
，「
筆
記
試
験
」
と
「
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
」
の
双
方
を
課
し
ま
す
。
筆
記
試
験
を
受
験
し
，
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
受
験
し
な
か
っ
た
場
合
は
，
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト

の
得
点
は
0
点
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
，
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
が
免
除
と
な
る
受
験
上
の
配
慮
決
定
者
に
つ
い
て
は
，
筆
記
試
験
の
得
点
を
「
英
語
」
と
し
て
各
学
部
が
定
め
る
配
点
に
換
算
し
ま
す
。
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6　個別学力検査等の実施教科・科目等
6−1　教科・科目表

学　部 学科・課程・講座・コース 教科・科目等 摘　要

教育学部
学 校 教 育
教 員 養 成
課 程

国語教育 「国語」

出題範囲
国語総合
数学（数Ⅰ，数 A，数Ⅱ，数 B，数Ⅲ）

・数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲの範囲：全範囲（ただし，数
Ⅰは「データの分析」を除く。）

・数 A の範囲：「場合の数と確率」，「図形の性
質」（「整数の性質」に関しては，小学校の算数
と中学校の数学で学んだ知識を前提として問
うこともある。）

・数 B の範囲：「数列」，「ベクトル」
外国語�（コミュニケーション英語Ⅰ，コミュニケー

ション英語Ⅱ，英語表現Ⅰ）
理科

・物基・物の範囲：物理基礎，物理の全範囲
・化基・化の範囲：化学基礎，化学の全範囲
・生基・生の範囲：生物基礎，生物の全範囲

音楽実技検査
・音楽能力に関する検査

体育実技検査
・運動能力に関する検査

数学教育 「数学」

理科教育
理科「物基・物」，「化基・

化」，「生基・生」から
1 つを選択

音楽教育 「音楽実技検査」
保健体育 「体育実技検査」

技術教育
「数学」及び「理科」（「物基・
物」，「化基・化」，「生基・
生」から１つを選択）のう
ちから１つを選択

家政教育

「国語」，「数学」，「外国語」
及び「理科」（「物基・物」，

「化基・化」，「生基・生」か
ら 1 つを選択）のうちから
1 つを選択

英語教育 「外国語」
学校教育

（ 心 理 学
コ ー ス ）

「国語」，「数学」及び「外国
語」から 1 つを選択

特別支援教育
地 域 科 学 部 小論文

医 学 部
医 学 科

数学　必須
外国語　必須
理科「物基・物」，「化基・化」，

「生基・生」から 2 つを
選択

面接　必須

出題範囲
数学（数Ⅰ，数 A，数Ⅱ，数 B，数Ⅲ）

・数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲの範囲：全範囲（ただし，数
Ⅰは「データの分析」を除く。）

・数 A の範囲：「場合の数と確率」，「図形の性
質」（「整数の性質」に関しては，小学校の算
数と中学校の数学で学んだ知識を前提として
問うこともある。）

・数 B の範囲：「数列」，「ベクトル」
外国語�（コミュニケーション英語Ⅰ，コミュニケー

ション英語Ⅱ，コミュニケーション英語Ⅲ，
英語表現Ⅰ）

理科
・物基・物の範囲：物理基礎，物理の全範囲
・化基・化の範囲：化学基礎，化学の全範囲
・生基・生の範囲：生物基礎，生物の全範囲

看 護 学 科 小論文，面接

工 学 部

社会基盤工学科
機械工学科
　　機械コース
　　知能機械コース
電気電子・情報工学科
　　電気電子コース
　　情報コース
　　応用物理コース

数学　必須
理科「物基・物」必須
外国語　必須

出題範囲
数学（数Ⅰ，数 A，数Ⅱ，数 B，数Ⅲ）

・数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲの範囲：全範囲（ただし，数
Ⅰは「データの分析」を除く。）

・数 A の範囲：「場合の数と確率」，「図形の性質」
（「整数の性質」に関しては，小学校の算数と中
学校の数学で学んだ知識を前提として問うこ
ともある。）

・数 B の範囲：「数列」，「ベクトル」
理科

・物基・物の範囲：物理基礎，物理の全範囲
・化基・化の範囲：化学基礎，化学の全範囲

外国語�（コミュニケーション英語Ⅰ，コミュニケー
ション英語Ⅱ，英語表現Ⅰ）

化学・生命工学科
　　物質化学コース
　　生命化学コース

数学　必須
理科「化基・化」必須
外国語　必須

応用生物
科 学 部

応 用 生 命 科 学 課 程

生 産 環 境 科 学 課 程

理科「物基・物」，「化基・
化」，「生基・生」から
1 つを選択

出題範囲
理科

・物基・物の範囲：物理基礎，物理の全範囲
・化基・化の範囲：化学基礎，化学の全範囲
・生基・生の範囲：生物基礎，生物の全範囲
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6−2　実技検査（教育学部）
（1）音楽実技検査

教育学部音楽教育講座を出願する者は，音楽実技検査を受験しなければなりません。
次の 2種目の実技検査を行います。

（2）体育実技検査
教育学部保健体育講座を出願する者は，体育実技検査を受験しなければなりません。
次の 2種目の実技検査を行いますので，事前に医師の健康診断（健康診断書の提出は不要）を受けて
おいてください。
Ａ　運動の基礎的能力検査
Ｂ　運動の専門的能力検査（陸上競技，水泳，器械運動，柔道，剣道，バレーボール，バスケット
ボール，ハンドボール，サッカー及びダンスのうちから１種目を選択します。）

（注）
・実技のできる服装及び体育館シューズ，グラウンドシューズを持参してください（受付後，更衣室
において着替える時間を設けています）。

種目 内　　　　　　　　容 注　　意　　事　　項 楽譜コピー
（○：要，×：不要）

１ ピアノ弾き歌い
　現行『小学校学習指導要領』が指定する歌唱共通教材か
ら 1 曲を選び演奏する。（参考：http://www.mext.go.jp/a_
menu/shotou/new-cs/1387014.htm【文部科学省HPより】）

①　楽譜は見てもよい。
②　伴奏形は自由である。 ×

2 下記の⑴，⑵，⑶のいずれかを選択する。
⑴　ピアノ演奏
　　自由曲：任意のピアノ曲から 1曲を選び演奏する。 ①　反復は省略すること。

②　暗譜演奏すること。
○

⑵　管楽器・弦楽器及びピアノ演奏
　Ａ　�任意の管楽器又は弦楽器のための独奏曲（練習曲を

含む）を演奏する。
A
①　検査当日は無伴奏とする。
②　楽譜は見てもよい。
③　反復は省略すること。
④　�楽曲の途中から演奏させる
こともある。

⑤　楽器は各自持参すること。

○

　Ｂ　ピアノ演奏
　　　自由曲：任意のピアノ曲から 1曲を選び演奏する。

B　�上記⑴ピアノ演奏の注意事
項に同じ。 ○

⑶　声楽及びピアノ演奏
　Ａ　下記の歌曲の中から 1曲を選び演奏する。

イタリア歌曲
S.Donaudy	 ：Spirate pur, spirate	（As-dur）
ドイツ歌曲
R.Schumann	：Widmung	 （As-dur, Ges-dur）
日本歌曲
小林秀雄	 ：落葉松	 （F-dur, Des-dur）

A
①　伴奏者は本学で用意する。
②　暗譜演奏すること。
③　�楽曲の途中から演奏させ
ることもある。

×

　Ｂ　ピアノ演奏
　　　自由曲：任意のピアノ曲から 1曲を選び演奏する。

B　�上記⑴ピアノ演奏の注意事
項に同じ。 ○

共通注意事項
＜提出物＞　以下 2点を他の出願書類と一緒に提出してください。
　（a）選択楽曲調書（募集要項に封入）―i）楽曲名，ii）調名，iii）作曲者名（原語で作曲者名を併

記），iv）楽譜の出版社名等を記入。
　（b）「2（1）ピアノ演奏」および「2（2）管・弦楽器及びピアノ演奏」を選択した場合は，その楽譜

のコピー―受験者名，作曲者名，曲名を記入。1曲が複数枚となる場合は，左上をホッチキス
で留めて提出。

＜口頭試問＞　演奏終了後，実技試験に関連した口頭試問を行うことがあります。
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　なお，このほかBの実技検査に使用する用具は，各自が持参しても構いません。
・試験中に怪我等をした場合には，受験者の自己責任とさせていただきますので，あらかじめご了
承願います。
　事前の傷害保険への加入や健康診断の受診は，受験者自身の判断により行ってください。
　また，怪我等が原因で，その後の試験を受験できなかった場合でも，理由の如何に関わらず，試
験は行いません。なお，怪我等が発生した場合に備え，救護員を配置して実施いたします。

6−3　小論文
（1）地域科学部

テーマの的確な把握，論理的な思考力等をみるために行います。特定の教科の学力を問うものではあ
りません。

（2）医学部看護学科
与えられた課題に対する理解力，論理的思考力及び文章表現力等を総合的にみるために行います。特
定の教科の学力を検査するものではありません。

6−4　面接
（1）医学部医学科

面接は，総合判定の資料（配点なし）とし，医学科のアドミッション・ポリシーに適合しないと判定
した場合は，総合点にかかわらず不合格とします。

（2）医学部看護学科
看護への適性をみるために行います。

【各学部・学科等の入試における特色】
教育学部
  〔前期日程・後期日程〕
　卒業後に教師として必要となる幅広い基礎的学力を問うべく，センター試験を課します。個別学力検査
では，前期日程において英語，数学，国語から 2教科（音楽教育講座及び保健体育講座は関連する実技と
1教科，美術教育講座は関連する実技に加え面接と 1教科），後期日程においては英語，数学，国語，理科
（物理・化学・生物）から１教科（実技系は関連する実技）の試験を課し，教育学部で学ぶのに必要な論理
的思考力（実技系は実技能力）を問います。

地域科学部
  〔後期日程〕
　地域科学部で学ぶのに必要な基礎学力を判定するため，大学入試センター試験を課しています。
　個別学力検査では，小論文試験を課しています。小論文試験では，読解力や論理的思考力・表現力，関
心の広さ，着眼点などを評価します。
　高校で履修しているどの授業も大切にし，幅広く学んでおくこと，さらに，豊富な読書体験を積んでお
くことを勧めます。
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医学部医学科
  〔前期日程・後期日程〕
　大学入試センター試験で幅広い基礎学力を問い，個別学力検査（数学・理科（ 2 科目）・外国語（英語））
を課すことによって，理数系の能力と応用力，英語力を問い，論理的思考と問題解決能力に秀でた学生を
選抜します。
　また，医療人・医学研究者となるにふさわしい資質・適性をみるために面接を行います。

医学部看護学科
  〔後期日程〕
　人を愛し生命を尊び，全ての人々の健康の向上に寄与する看護職になるために必要な総合的基礎学力さ
らに目的意識，社会への関心，表現力を評価するために大学入試センター試験と個別学力検査として小論
文，面接を実施します。

工学部
  〔前期日程・後期日程〕
　大学入試センター試験では国語，地歴・公民，数学，理科，外国語の 5教科を課し，受験する者がこれ
までに身につけた基礎学力の評価を行います。
　個別学力検査では，工学を学ぶ上で不可欠な数学と理科（物理又は化学）並びに工学技術者として必須
である英語を課し，大学入試センター試験と個別学力検査の合計点により合格者を決定します。
　基礎学力に加えて理解力・応用発展能力がどれだけあるかを評価するため個別試験に重きを置き，大学
入試センター試験と個別学力検査の配点比率は，前期日程を 500：1000，後期日程を 500：1500 とします。
　工学部は4学科9コースで構成され，出願時には社会基盤工学科を除き志望学科にあるコースに限りコー
スに志望順位をつけて出願できます。

応用生物科学部
  〔後期日程〕
　応用生命科学課程及び生産環境科学課程で実施しています。
　全般的に学力の高い学生を選抜する入試ですので，幅広く学習してきた者を対象とし，特に理科につい
ての関心・学力を備えた者を求めています。
　大学入試センター試験と個別学力検査により評価します。個別学力検査では理科 1科目を課し，応用生
物科学の基礎となる理科に関する学力を判定します。
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7　配　　点
教科・科目等

学部・課程・
　講座・コース

国

語

地

歴

公

民

数

学

理

科

外
国
語

実

技

合

計
備　考

教　

育　

学　

部

学校教育
教員養成
課 程

国語教育

DNC 100
100

100
50

100 450 ※ 1
50 100

個別 400 400

数学教育

DNC 100
100

100
50

100 450 ※ 1
50 100

個別 400 400

理科教育

DNC 100
100

100
50

100 450 ※ 1
50 100

個別 400 400

音楽教育
保健体育

DNC 100
100

100
50

100 450 ※ 1
50 100

個別等 400 400

技術教育

DNC 100
100

100
50

100 450 ※ 1
50 100

個別 （400） （400） 400

家政教育

DNC 100
100

100
50

100 450 ※ 1
50 100

個別 （400） （400） （400） （400） 400

英語教育

DNC 100
100

100
50

100 450 ※ 1
50 100

個別 400 400

学校教育
（ 心 理 学
コ ー ス ）

DNC 100
100

100
50

100 450 ※ 1
50 100

個別 （400） （400） （400） 400

特別支援
教 育

DNC 100
100

100
50

100 450 ※ 1
50 100

個別 （400） （400） （400） 400
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教科・科目等
学部・課程・
　講座・コース

国

語

地

歴

公

民

数

学

理

科

外
国
語

小
論
文

面

接

合

計
備　考

地 域 科 学 部

DNC 100
100

100
50

100 450 ※ 1
50 100

個別等 300 300

医　

学　

部

医 学 科

DNC 50 50 100 100 100 400 数学 2科目
理科 2科目

個別 400 400 400 ※ 2 1200 理科は，物基・物，化基・化，生
基・生のうちから 2つ（各 200 点）

看 護 学 科

DNC 100
100

100
50

100 450 ※ 1
50 100

個別等 200 100 300

工　

学　

部

社 会 基 盤 工 学 科

DNC

200 100 200 200 200

500 数学 2科目
理科 2科目機械工学科

機械コース
合計 900 点に 9分の 5を掛けて

500 点に換算する。知能機械コース

化学・生命
工 学 科

物質化学コース

個別 600 600 300 1500

生命化学コース

電気電子・
情報工学科

電気電子コース

情報コース

応用物理コース

応
用
生
物
科
学
部

応用生命科学課程
生産環境科学課程

DNC 200 100 200 200 250 950 数学 2科目
理科 2科目

個別 400 400 理科は，物基・物，化基・
化，生基・生のうちから 1つ

（注）　①　配点の（　）は，選択を表します。
②　DNCとは，大学入試センター試験を表します。
③　「地歴」とは，「地理歴史」を表します。「物基」は「物理基礎」，「物」は「物理」，「化基」は「化
学基礎」，「化」は「化学」，「生基」は「生物基礎」，「生」は「生物」を表します。
④　※ 1　DNCにおいて，「地歴，公民」が 2科目（1科目）の場合は，理科が 1科目（2科目）とな
ります。また，数学は 2科目です。

⑤　※ 2　面接は，総合判定の資料（配点なし）とし，医学科のアドミッション・ポリシーに適合し
ないと判定した場合は，総合点にかかわらず不合格とします。

⑥　DNCの「外国語」における「英語」は，筆記試験（200 点満点）とリスニングテスト（50 点満
点）の合計得点を各学部が定める配点に換算します。また，地域科学部，工学部及び応用生物科学
部については，「英語」以外の外国語は筆記試験（200 点満点）の得点を各学部が定める配点に換算
します。



― 52 ―

9
後
期
日
程
（
（
（
（
（
（

8　受験番号（後期日程）
学　部 学　科　等 受験番号 備　考

教 育 学 部

「国　　　　　語」 5 0 0 1 ～
「数　　　　　学」 6 0 0 1 ～
「英　　　　　語」 7 0 0 1 ～

「理　　　　　科」
8 0 0 1 ～ 「物理」選択者
8 3 0 1 ～ 「化学」選択者
8 6 0 1 ～ 「生物」選択者

音 楽 実 技 検 査 9 0 0 1 ～ 音楽教育講座志願者
体 育 実 技 検 査 9 5 0 1 ～ 保健体育講座志願者

地 域 科 学 部 7 0 0 1 ～

医 学 部
医 学 科

1 0 0 1 ～ 「物理」・「化学」選択者
0 0 0 1 ～ 「物理」・「生物」選択者
4 0 0 1 ～ 「化学」・「生物」選択者

看 護 学 科 9 0 0 1 ～

工 学 部

社 会 基 盤 工 学 科 1 5 0 1 ～

第 1志望コースで受験番号を割り振
ります。

機 械 工 学 科
機械コース 3 5 0 1 ～
知能機械コース 4 5 0 1 ～

化学・生命工学科
物質化学コース 5 5 0 1 ～
生命化学コース 6 5 0 1 ～

電 気 電 子・
情 報 工 学 科

電気電子コース 7 5 0 1 ～
情報コース 8 5 0 1 ～
応用物理コース 9 5 0 1 ～

応 用 生 物
科 学 部
応用生命科学課程
生産環境科学課程

「理　　　　　科」

5 0 0 1 ～ 「化学」選択者

6 0 0 1 ～ 「生物」選択者

7 0 0 1 ～ 「物理」選択者
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10− 1　発表日時
試験区分 発　表　日　時

前 期 日 程 令和 2年 3月 6日（金）12 時

後 期 日 程 令和 2年 3月21日（土）10 時

10− 2　発表方法
学部等 方　法

教 育 学 部
岐阜大学ホームページ（https://www.
gifu-u.ac.jp/）と，岐阜大学受験者向けサイ
ト（パソコン，携帯電話共通 https://www.
daigakujc.jp/gifu-u/）に合格者の受験番号を
掲載します。

地 域 科 学 部

医　学　部
医 学 科
看護学科

工 学 部
応 用 生 物 科 学 部

　合格者の受験番号の掲示発表は行いません。
　電話での結果の問合せには一切応じません。
　合格者の受験番号掲載期間は，合格者発表日から 1週間です。
　なお，合格者発表直後はサーバーへのアクセスが集中し，接続に時間がかかることが予想されますので，
予めご了承ください。

（注）　試験当日は，バス停周辺などで，受験者からお金を受け取って合否電報の受付をする者があります。
彼らの行為は本学とは何ら関係ありません。彼らは合否電報を打たず申込金を着服する恐れもありま
す。大学としても充分注意していますが，受験者の皆さんも注意してください。

10− 3　合格通知書及び入学手続案内の交付方法
合格者には合格通知書及び入学手続案内を郵送します。

11　個人情報の取り扱い

　提出された入学志願票等に記載された氏名，性別，生年月日，住所，電話番号等の個人情報は，入試情報
処理システムに登録されますが，本学は，入学志願票等及び登録された個人情報（大学入試センターを経由
して登録された個人情報〔試験成績等〕を含みます。）を責任をもって管理・保管します。入学試験業務終了
後は，この個人情報を次のいずれかに該当する場合を除いて利用することはなく，また，第三者に開示する
こともありません。なお，第三者とは，本学入試業務担当者のうち個人情報に接する必要がある者以外の者
です。
（1）合格者について，入学手続きに必要なデータを使用する場合（大学入試センター及び併願先の国公立
大学への通知〔氏名及び大学入試センター試験の番号〕を含みます。）

（2）入学者について，学生証の作成，カリキュラム登録，成績管理等，本人が大学生活をする上で必要な
事務にデータを使用する場合

（3）入学者選抜に係る統計・調査・分析のために使用する場合。ただし，この統計・調査・分析に従事す
る者は特定の者とし，公表する場合，個人識別ができない状態で行います。

（4）本人の同意が得られた場合
（5）法令等により開示を求められた場合

10　合格者発表
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合格者には『入学手続案内』をお送りしますので，ご確認ください。入学手続書類の提出は，原則，郵送
とし，持参も可とします。持参の場合は，下記の期日に入学手続を行います。
　なお，下記の期日までに入学手続を完了しなかった者は，本学へ入学する意思がなく，入学を辞退したも
のとみなします。

12− 1　持参による入学手続期日
試験区分 入学手続期日
前 期 日 程 令和 2年 3月 15 日（日）
後 期 日 程 令和 2年 3月 27 日（金）

12− 2　入学料
・入学手続時に要する経費
　　入　学　料：　　282,000 円

・入学手続時には，入学料の他，学生教育研究災害傷害保険料等が必要となります。詳細については，入
学手続案内をご確認ください。
・入学料は予定額であり，改定が行われた場合には改定時から新たな金額が適用されます。

12− 3　授業料
・授業料
　　授業料（前期分）：　　267,900 円（年額 535,800 円）

・前期分の授業料は 5月に口座振替にて納入してください。
・詳細については，合格者あてに別途通知します。
・授業料は予定額であり，改定が行われた場合には改定時から新たな金額が適用されます。

12− 4　提出書類等
詳細は，『入学手続案内』に記載します。
なお，入学手続には『大学入試センター試験受験票』が必要です。同受験票は入学手続完了の証明印を押

印し，お返しします。

12− 5　注意事項
一つの国公立大学に入学手続した者は，他の国公立大学に入学手続を行うことはできません。
本学の入学手続を完了した者は，入学辞退を願い出て，これが許可された場合を除き，他の国公立大学・

学部の入学許可は得られません。

12− 6　応用生物科学部共同獣医学科の合格者の方へ（その他必要な経費）
岐阜大学・鳥取大学共同獣医学科の教育課程において，岐阜大学と鳥取大学間での学生移動による実習・

演習が行われます。
この実習・演習に伴い，交通費・宿泊費など 6年間で 10 万円程度の経費が必要になります。

12− 7　入学式について
令和 2年度入学式は，令和 2年 4月 7日（火）です。

12　入学手続（概要）
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令和 2年度入学試験に係る入試情報の開示については，次のように行います。
13− 1　試験問題の大問の配点
一般入試についてのみ，大問の配点を試験問題に掲載します。（満点に対する大問の配点の比率を表示し
ます。）
13− 2　合否判定基準
一般入試（前期日程及び後期日程）の合否判定基準は，次の表のとおりです。

令和2年度一般入試合否判定基準

区 　 分 前 期 日 程 後 期 日 程

教 育 学 部
判 定 基 準

・総得点の上位者から志望順に合格者を決定
する。

・個別学力検査における選択科目間の得点の調
整は，原則として行わないが，国語，数学及び
英語の 3 教科のうち平均点の最高点と最低点
の間に 10 点以上の点差が生じた場合には平均
点の低い教科の得点を調整する。ただし，数学

（イ），数学（ロ）間の調整は行わない。
・大学入試センター試験（配点換算後）の 1 教

科の得点が 20 点未満（理科①は，1 科目 5 点
未満。理科②，地理歴史又は公民は 1 科目 10
点未満）の者は，合格対象としない。

・個別学力検査の 1 教科の得点（調整がある場
合は調整後の得点）が 10 点未満の者は，合格
対象としない。

・実技試験を課す講座においては，実技試験の
得点が 70 点未満の者は，合格対象としない。
ただし，美術教育講座においては，実技と面
接の合計点が 70 点未満の者は，合格対象とし
ない。

・総得点の上位者から志望順に合格者
を決定する。

・個別学力検査における選択科目間の
得点の調整を行う。

・大学入試センター試験又は個別学力
検査のどちらかの得点が 140 点未満
の者は，合格対象としない。

同点者の扱い ・合格順位の最下位に同点者がある場合は，同
点者全員を合格とする。

・合格順位の最下位に同点者がある場
合は，同点者全員を合格とする。

地 域 科
学 部

判 定 基 準

・総得点の高得点順に合格者を決定する。
・個別学力検査における選択科目（数学と外国

語）間の得点の調整を行う。
・個別学力検査（数学又は外国語）及び小論文

試験の選抜項目を 1 つでも受験しなかった者
は，合格対象としない。

・大学入試センター試験及び個別学力検査（数
学又は外国語）の教科の得点及び小論文の得
点に 0 点がある者は，合格対象としない。

・総得点の高得点順に合格者を決定す
る。

・小論文試験を受験しなかった者は，
合格対象としない。

・大学入試センター試験の教科の得点
及び小論文の得点に 0 点がある者
は，合格対象としない。

同点者の扱い

1 ）大学入試センター試験の合計と個別学力検
査の教科（数学又は外国語）の得点を加算
した点数

2 ）個別学力検査の教科（数学又は外国語）の得点
3 ）大学入試センター試験の数学と外国語の合計点

1 ） 大学入試センター試験の合計点
2 ） 大学入試センター試験の数学と外

国語の合計点

医 学 部 判 定 基 準

ａ）医学科
・総得点の高得点順に合格者を決定する。
・面接の評価によっては，大学入試センター試験の

成績及び個別学力検査の成績にかかわらず不
合格とすることがある。

・個別学力検査を１教科（面接を含む。）でも受験
しなかった者は，不合格とする。

ｂ）看護学科
・総得点の高得点順に合格者を決定する。
・個別学力検査における選択科目（国語と数

学）間の得点調整を行う。
・大学入試センター試験及び個別学力検査の科目

の得点に0 点がある者は，合格対象としない。

ａ）医学科
・総得点の高得点順に合格者を決定

する。
・面接の評価によっては，大学入試セン

ター試験の成績及び個別学力検査の
成績にかかわらず不合格とすることが
ある。

・個別学力検査を１教科（面接を含む。）
でも受験しなかった者は，不合格とす
る。

ｂ）看護学科
・総得点の高得点順に合格者を決定

する。
・大学入試センター試験の科目の得点に

0 点がある者は，合格対象としない。
・小論文の得点が 0 点又は面接の得

点が 30％未満の者は，合格対象と
しない。

13　入試情報の開示
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区　分 前期日程 後期日程

医 学 部 同点者の扱い

ａ）医学科
1 ）個別学力検査の合計点
2 ）個別学力検査の理科及び数学の合計点
3 ）個別学力検査の数学の得点
4 ）大学入試センター試験の理科及び数学の

合計点
5 ）大学入試センター試験の数学の得点

ｂ）看護学科
1 ）大学入試センター試験の合計点
2 ）個別学力検査の外国語の得点

ａ）医学科
1 ） 個別学力検査の合計点
2 ） 個別学力検査の理科及び数学の

合計点
3 ） 個別学力検査の数学の得点
4 ） 大学入試センター試験の理科及

び数学の合計点
5 ） 大学入試センター試験の数学の

得点
ｂ）看護学科

1 ）大学入試センター試験の合計点
2 ）小論文の得点

工 学 部
判 定 基 準

・学科毎に総得点の上位者から志望順に合格者
を決定する。

・個別学力検査における教科（数学，理科，外
国語）の得点に 0 点がある者は，合格対象と
しない。

・学科毎に総得点の上位者から志望順
に合格者を決定する。

・個別学力検査における教科（数学，理
科，外国語）の得点に 0 点がある者
は，合格対象としない。

同点者の扱い ・合格順位の最下位に同点者がある場合は，同
点者全員を合格とする。

・合格順位の最下位に同点者がある場
合は，同点者全員を合格とする。

応用生物
科 学 部

判 定 基 準

・総得点の上位者から志望順に合格者を決定す
る。

・個別学力検査における選択科目（理科［物，化，
生］）間の得点の調整は行わない。

・総得点の上位者から志望順に合格者
を決定する。

・個別学力検査における選択科目（理科
［物，化，生］）間の得点の調整は行わな
い。

同点者の扱い 1 ）大学入試センター試験の合計点
2 ）個別学力検査の理科の得点

1 ）大学入試センター試験の合計点

（注）　 1 　表中の総得点とは合否判定に使用する得点であり，配点（→ P.32 ～・P.50 ～）に基づく大学入試
センター試験の合計と個別学力検査等の合計を加算した点数です。
2　大学入試センター試験の得点については，特に表示した場合を除き，配点に換算した得点とします。
3　同点者の扱いについては，項目順に得点の多いものを上位とします。

13− 3　採点・評価基準のポイント（要点）
前期日程試験

国 語 　本学における修学上必要とされる基礎知識及び読解力・論理的な思考力・表現
力などの諸能力を総合的に評価判定します。

数 学 　数学的知識や数学的能力（理解力，思考力，計算力，記述力など）が備わって
いるかを評価します。

物 理 　物理学的知識や物理学的能力（理解力，思考力，計算力，記述力など）が備
わっているかを評価します。

化 学 　基礎知識，理解力，論理的思考能力，応用力などの総合力をみます。

生 物 　基礎知識，理解力，論理的思考能力，文章による的確な表現力などの総合的な
能力を判定します。

英 語 　語い・文法力，読解力，表現力などをみるために，様々な角度から出題し，総
合的英語力を判定します。

教 育 学 部
実 技 試 験

音 楽 　音楽に関する基礎的知識と表現能力を総合的に評価します。

美 術 　美術教育を学ぶ上で必要とされる資質として，基本的な描写力，構想力，取組
の姿勢について，総合的に判定します。

保健体育 　基礎的運動能力，スポーツ技能習熟度及び競技歴を総合して評価します。
医 学 部（ 医 学 科 ）
面 接

　医学部医学科アドミッション・ポリシーに従い，医療人・医学研究者となるにふ
さわしい資質・適性をみます。

地 域 科 学 部 小 論 文 　自然・社会・人間に関する関心と基礎的理解力，論理的な思考力や構成力，文
書表現力等を総合的に評価します。
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後期日程試験

教 育 学 部

学力検査

国 語 　本学部での修学に必要な基礎知識・読解力・論理的思考力・文章表
現力などを総合的に評価します。

数 学 　基礎知識，理解力，応用力，計算能力，論理的思考力，正確な表現
力などの総合的能力をみます。

理 科

物 理 　物理学に関する基礎知識と能力（理解力，思考力，計算力，記述力
など）が備わっているかを評価します。

化 学 　基礎知識，理解力，論理的思考力，記述力などの総合的な能力を判
定します。

生 物 　基礎知識，理解力，論理的思考力，記述力などの総合的な能力を判
定します。

英 語 　本学部で学ぶのに適した英語力を測定します。特に，語い・文法力，
読解力，表現力などバランスの取れた英語力を重視します。

実技検査
音 楽 　音楽に関する基礎的知識と表現能力を総合的に評価します。

保 健 体 育 　基礎的運動能力，スポーツ技能習熟度及び競技歴を総合して評価し
ます。

地 域 科 学 部 小 論 文 　自然・社会・人間に関する関心と基礎的理解力，論理的な思考力や
構成力，文書表現力等を総合的に評価します。

医 学 部（ 医 学 科 ）

数 学
　医師として必要とされる，高度の知的能力，的確な状況判断能力，
迅速に業務をこなす能力を，高等学校で学ぶ数学を通じて，評価しま
す。

理 科

物 理 　物理学的な基本知識と物理学的能力（理解力，思考力，計算力，記
述力など）が備わっているかを評価します。

化 学 　基礎知識，理解力，論理的思考能力，応用力などの総合的な能力を
評価します。

生 物 　基礎知識，理解力，論理的思考能力などの総合的な能力を判定します。

英 語
　入学後に必要とされる英文の読解能力や要約能力を評価するため
に，長文読解問題を中心として出題しますが，文章構成・整序問題に
よる表現能力の有無も合わせて，総合的に評価します。

面 接 　医学部医学科アドミッション・ポリシーに従い，医療人・医学研究
者となるにふさわしい資質・適性をみます。

医 学 部（ 看 護 学 科 ）
小 論 文 　与えられた課題に対する理解力，論理的思考力及び文章表現力等を

総合的に評価します。

面 接 　面接態度，積極性，理解力，表現力，協調性，教養等を評価し，医
療人としての適性及び能力をみます。

工 学 部

数 学 　基礎知識，理解力，応用力，計算能力，論理的思考力，正確な表現
力などの総合的能力をみます。

理 科
物 理 　物理学的知識や物理学的能力（理解力，思考力，計算力，記述力な

ど）が備わっているかを評価します。

化 学 　基礎知識，理解力，論理的思考能力，応用力などの総合力をみます。

英 語 　語い，文法力，読解力，表現力などをみるために，様々な角度から
出題し，総合的英語力を判定します。

応 用 生 物 科 学 部 理 科

物 理 　物理学的知識や物理学的能力（理解力，思考力，計算力，記述力な
ど）が備わっているかを評価します。

化 学 　基礎知識，理解力，論理的思考能力，応用力などの総合力をみます。

生 物 　基礎知識，理解力，論理的思考能力，文章による的確な表現力など
の総合的な能力を判定します。
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13− 4　個人成績の開示内容及び請求時期等
開示内容

項　目 内　容

1　試験成績（個人）

一般入試
　本人の得点（合否判定に使用した総得点・大学入試センター合計得点・個
別学力検査等合計得点及び科目別得点）を開示する。ただし，小論文及び面
接の得点は除く。

　また，合格者は，合格した学科（課程）等の得点，不合格者は第 1 志望の
学科（課程）等の得点を開示する。なお，医学部医学科の 2 段階選抜におけ
る第 1 段階選抜の成績開示については，第 1 段階選抜の不合格者に対しての
み，大学入試センター試験の合計得点を開示する。

2　調査書 　「学習の記録」等の客観的事実に係る記録部分のみを開示し，「指導上参考とな
る諸事項」等，主観的評価に基づく記述部分は開示しません。

　・開示の請求方法
請求できる者　受験者本人に限ります。
請 求 方 法　請求先（入試課）の窓口に持込むか郵送してください。
請 求 期 間　令和 2年 5月 1日（金）～ 5月 29 日（金）（郵送の場合は 5月 29 日の消印有効）

窓口受付は，土曜・日曜及び祝日を除く 9 時から 17 時まで（請求用紙の配付も 5 月 1
日以降とします。）

請 求 先　〒 501 － 1193　岐阜市柳戸 1番 1
　　　　　　　岐阜大学学務部入試課

必 要 書 類・岐阜大学入試情報開示請求書＊
・令和 2年度岐阜大学受験票（開示の際にお返しします。）
・返信用封筒（開示通知書送付用）
　長形 3号封筒（縦 23.5cm×横 12.0cm）に，本人の郵便番号，住所，氏名を明記の上，
414 円分の切手（簡易書留料金）を貼付してください。

＊開示請求書用紙の入手方法
次のいずれかの方法で入手できます（請求期間中のみ入手可）。
①岐阜大学のホームページ（https://www.gifu-u.ac.jp/）からプリントアウトする。
②入試課の窓口で受け取る。（9時から 17 時まで）
③郵便で請求する。
　返信用封筒（長形 3号の封筒（縦 23.5cm ×横 12.0cm）に 84 円切手貼付）を「請求
先」あてに送ってください。

開 示 方 法　本人に開示決定通知書を郵送します。
請求受付後，開示までに約 1か月を要しますので，あらかじめご了承願います。

13− 5　合格者の最高点，最低点及び平均点の開示
開示時期及び方法
令和 2年 6月頃，岐阜大学ホームページ（https://www.gifu-u.ac.jp/）に掲載します。

開示の概要
一般入試（前期日程試験及び後期日程試験）について開示し，特別入試は開示しません。

開示内容
総合点，大学入試センター試験の成績（合計点）と個別学力検査等の成績（合計点）を分けて開示します。
最低点の開示については，総合点のみとします。
なお，学科・課程・コースごとの合格者が 4人以下の場合は公表しません。また，合格者が 10 人以下の
場合は，最低点を公表しません。
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受験に関する照会先
　※問い合わせは，原則として志願者本人からするようにしてください。
　平日　 9：00 ～ 17：00
　なお，土，日曜日，祝日及び年末年始（12/30 〜 1/3）は業務を行いません。

志望学部等 担当係 電話番号（直通） 所在地

入試の全般的なこと 学 務 部 入 試 課 058− 293− 2156，2157，2180

〒 501 − 1193
岐阜市柳戸１番１

教 育 学 部 教 育 学 部 学 務 係 058− 293− 2359，2206

地 域 科 学 部 地 域 科 学 部 学 務 係 058− 293− 3025，3009

工 学 部 工 学 部 学 務 係 058− 293− 2371，2372

応 用 生 物 科 学 部 応用生物科学部学務係 058− 293− 3409，2838

医 学 部 医 学 科 医学部医学科学務係 058− 230− 6075，6077 〒 501 − 1194
岐阜市柳戸１番１医 学 部 看 護 学 科 医学部看護学科学務係 058− 293− 3217，3218

　インターネットによる出願状況の情報サ一ビス
令和 2年 1月 31 日（金）から岐阜大学ホームページ（https://www.gifu-u.ac.jp/）で情報提供します。

検定料返還に関しての留意事項
（1）　次の場合を除き，一旦領収した検定料は原則として返還しません。
　　ａ　出願書類が受理されなかった場合
　　ｂ　検定料を誤って二重に振り込んだ場合
　　ｃ　検定料を振り込んだが，出願書類を提出しなかった場合
　　ｄ　出願受付後に大学入試センター試験受験科目の不足等による出願無資格者であることが判明した

場合（この場合は，13,000 円を返還します。）
　　 e　第 1段階選抜の結果，不合格となった場合（この場合は，13,000 円を返還します。）
（2）　返還請求の方法
〈（1）の a〜 dの場合〉

次の①～⑥を明記した検定料返還請求書を任意様式で作成し，「検定料の払込を確認できる書類」を
添付して，岐阜大学学務部入試課（〒 501 － 1193　岐阜市柳戸 1番 1）まで郵送してください。（封筒
には「検定料返還請求書　在中」と朱書きしてください。）
なお，返還請求は令和 2年 2月 6日（木）から 2月 28 日（金）までにお願いします。

　　①　返還請求の理由
　　②　志願者氏名（フリガナ），押印
　　③　現住所
　　④　連絡先電話番号
　　⑤　志望学部・学科名等
　　⑥　検定料の返還を受け取る銀行名，支店名，預貯金種別，口座番号，口座名義（フリガナ）
〈（1）の eの場合〉
　　不合格の通知にあわせて送付する案内に従って手続きをしてください。
※振込みには，請求書類到着後 1ヶ月程度を要する場合がありますので，あらかじめご了承ください。

14　その他
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大規模自然災害により被災した入学志願者の検定料免除について
岐阜大学では，大規模自然災害により被災した入学志願者に対して，検定料免除の特別措置を行います。
詳細は岐阜大学ホームページ（https://www.gifu-u.ac.jp/）を参照してください。
該当者は予め所定の期日までに所定の書類を提出してください。

感染症に関する注意事項について
試験当日に，学校保健安全法で出席停止が定められている感染症（インフルエンザ，麻しん等）に罹患し

治癒していない場合は，他の受験者や監督者等への感染のおそれがありますので，受験を認められません。
ただし，病状により学校医，その他の医師において感染のおそれがないと認められたときは，この限りでは
ありません。
万全の体調で試験に臨めるよう，感染予防・体調管理には十分にご注意ください。

試験場への案内
公共交通機関

学部等
バスのりば

「路線名」及び行先 降車する
バス停 備　考

JR 岐阜駅 名鉄岐阜
教 育 学 部
地 域 科 学 部
医学部（医学科）
工 学 部
応用生物科学部 JR岐阜駅バス

ターミナル9番

名鉄岐阜駅前
5番

「岐阜大学・病院線」
岐阜大学病院行き
（西野町経由）

岐阜大学

教育学部及び医学
科の試験場は全学
共通教育講義棟等
です。

医学部（医学科）
（2/26（水），3/13（金））
医学部（看護学科）

名鉄岐阜駅前
4番

「岐南町線」
岐阜大学病院行き
（長良北町経由）

柳戸橋
（「岐阜大学」の次）

医学部医学科の面
接試験の試験場は
医学部教育・福利棟
です。

（備考）
1．バスの所要時間は，JR岐阜駅から岐阜大学まで約 40 分，岐阜大学から柳戸橋まで約 2分です。ただ
し，市内の交通事情により大幅に上回ることがあるので注意してください。
2．2月 25 日（火），3月 12 日（木）は，「岐阜大学・病院線」のバス路線に，定期便［2/25 学休運転日
（平日ダイヤ），3/12 学休運転日（平日ダイヤ）］の他に臨時便が運行される予定です。
　　詳細は，試験日の 5日ほど前から岐阜大学ホームページ（https://www.gifu-u.ac.jp/）に掲載する「受
験上の留意事項等」の中でお知らせします。
※　連節バス「清流ライナー」は JR岐阜駅バスターミナル出発で，名鉄岐阜駅前は止まりませんので注
意してください。

・名古屋駅から岐阜駅まで，JR（新快速）で19分
・ＪＲ岐阜駅，名鉄岐阜駅からバスで約40分（約7 km）
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▼JR岐阜駅前・名鉄岐阜駅前周辺バスのりば

▼バス路線図（略図） ▼岐阜市内概略地図
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受験の際の宿泊について
本学の受験に際し宿泊を必要とする者は，各自で宿泊施設の手配をしてください。

〈遠方から受験される方へ〉
季節柄，また不慮の災害等により交通障害が起こる可能性があります。そのような理由で試験場に到着で
きないという事態を極力避けるため，宿泊についても各自で検討をお願いします。

公共交通機関利用のお願い
2 月 25 日，3月 12 日の両日は，保護者等が受験者を送迎する自家用車等により，岐阜大学周辺の道路で交
通渋滞が発生します。構内の駐車可能台数には限りがありますので，公共交通機関（路線バス）を利用し，
自家用車等での来学は極力控えてください。

受験者等控え室について
　試験当日（2月 25 日，3月 12 日のみ）は，学内に控え室（受験者専用，受験者・保護者等用）を設けま
す。利用開始は 7時 30 分からとし，場所については構内の掲示等によりお知らせします。

受験される方へ（留意事項）のHP掲載について
　試験当日（2月 25 日，3月 12 日のみ）における受験上の留意事項等のお知らせを，2月 20 日頃までに岐
阜大学ホームページ（https://www.gifu-u.ac.jp/）に掲載します。予告なく更新することがありますので，受
験前は特に注意してください。

岐阜大学消費生活協同組合の受験生・新入生向け案内について
　岐阜大学消費生活協同組合（岐阜大学生協）は，岐阜大学内にあって，食堂や書籍購買店舗を運営してい
ます。
　岐阜大学受験の方へ，「住まい物件情報」，「入学準備に関する情報」などをWeb ページで提供しています。

岐阜大学生協の「岐阜大生のための受験生新入生応援サイト」
　http://www.gucoop.jp/start/index.html

岐阜大学生協の受験生新入生向け資料に関するお問い合わせ先
　岐阜大学消費生活協同組合
　電話：058-230-1166（平日 10 時から 17 時まで）
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16　欠員補充第２次募集

追加合格を行っても，なお入学手続を完了した者が入学定員に満たない場合は，欠員補充第 2次募集を行
います。
この場合の出願資格，募集人員，入試方法等の細目は，令和 2年 4月 2日頃「令和 2年度岐阜大学欠員補

充第 2次学生募集要項」で発表します。
欠員補充第 2次募集を行うか否かについては，岐阜大学のホームページでお知らせします。

「入試過去問題活用宣言」への参加

本学は，「入試過去問題活用宣言」に参加しており，アドミッション・ポリシーを実現するため必要
と認める範囲で「宣言参加大学」の入試過去問題あるいは類似問題を使用して出題することがありま
す。ただし，必ず使用するとは限りません。
詳細は，「http://www.nyushikakomon.jp/」にて公表していますが，不明な点等がありましたら，本

学入試課へお問い合わせください。

追加合格を行うか否かについては，岐阜大学のホームページでお知らせします。

　追加合格の通知
当初合格者で入学手続を完了した者が入学定員に満たない場合は，追加合格を行うことがあります。
追加合格者に対しては，令和 2年 3月 28 日（土）から 3月 29 日（日）までの間に，当該学部から入学
志願票に記載してある電話番号に通知します。
やむを得ず本人が不在になる場合は，本人に連絡できる者が待機してください。
※他の国公立大学の合格者で入学手続きを完了した者は，本学の追加合格者とはなりません。

　追加合格者の入学手続
追加合格者の入学手続は，令和 2年 3月 31 日（火）までに行ってください。
期日までに入学手続を完了しなかった者は，本学への入学の意思がなく，入学を辞退したものとみなし
ます。

15　追加合格
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令和 2年度 （前期日程用・教育学部音楽教育講座） 

 
 

                                    （注）※印の欄は、記入しないでください。 

 

氏   名    （男・女） 生年月日
昭和 

平成  年  月  日生(  歳) 

選 択 楽 曲 調 書 

1. 声楽 

歌曲名              調名 

   

 

2. 器楽 

 (1)を選択した場合 

ピアノ曲名 
曲名 調名 作曲者名 楽譜の出版社名 

 

 (2)を選択した場合 

A. 楽曲名 
曲名 調名 作曲者名 楽譜の出版社名 

楽器名 

 

B.ピアノ曲名 
曲名 調名 作曲者名 楽譜の出版社名 

 

（記入上の注意事項） 

1．声楽については、下記の歌曲の中から 1曲選び曲名と調名を記載してください。 

 
イタリア歌曲 日本歌曲 

C.W.Gluck : O del mio dolce ardor (e-moll, c-moll)  平井康三郎：ゆりかご (E-dur) 
F.P.Tosti : Ideale (A-dur) 髙田 三郎：くちなし (F-dur, Es-dur) 
ドイツ歌曲 

L.v.Beethoven : Andenken   (D-dur, C-dur) 
J.Brahms : Die Mainacht  (Es-dur, Fis-dur)  

 
2．器楽ついては、下記の(1),(2)のどちらかを選択し、曲名、調名、作曲者名、楽譜の出版社名を 

記載してください。 

(1) ピアノ演奏 

下記の(イ),(ロ),(ハ)のうち 1つを選び演奏する。 

(イ) L.v.Beethoven 作曲の任意のピアノ・ソナタより第 1楽章。 

(ロ) J.S.Bach 作曲のインヴェンション・シンフォニアから任意の作品 1曲。 

(ハ) ロマン派、近代（1945 年以前に作曲されたものとする）のピアノ作品より 1 曲。 
 
(2) 管楽器・弦楽器・打楽器及びピアノ演奏 

Ａ 任意の管楽器・弦楽器又は打楽器の独奏曲（練習曲を含む）を演奏する。 

Ｂ ピアノ演奏 

上記(1)と同じ課題とする。 

受験番号
※ 
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令和 2年度 （後期日程用・教育学部音楽教育講座） 

 
 

                                    （注）※印の欄は、記入しないでください。 

 

氏   名    （男・女） 生年月日 
昭和 

平成  年  月  日(   歳) 

選 択 楽 曲 調 書 

1. ピアノ弾き歌い 

小学校歌唱共通教材曲目 

 

 

2. (1)を選択した場合 

ピアノ曲名 
曲名 調名 作曲者名 楽譜の出版社名 

 

 (2)を選択した場合 

A. 楽曲名 
曲名 調名 作曲者名 楽譜の出版社名 

楽器名 

 

B.ピアノ曲名 
曲名 調名 作曲者名 楽譜の出版社名 

 

 (3)を選択した場合 

A. 楽曲名            調名 

   

B.ピアノ曲名 
曲名 調名 作曲者名 楽譜の出版社名 

 
（記入上の注意事項） 
 

1．ピアノ弾き歌いについては、現行『小学校学習指導要領』が指定する歌唱共通教材から 1曲選び 

曲名を記載してください。 

2．下記の(1)(2)(3)のいずれかを選択し、曲名、調名、作曲者名、楽譜の出版社名を記載してください。 

 (1) ピアノ演奏 

自由曲：任意のピアノ曲から 1曲を選び演奏する。 

 (2) 管楽器・弦楽器及びピアノ演奏 

Ａ 任意の管楽器又は弦楽器のための独奏曲（練習曲を含む）を演奏する。 

Ｂ ピアノ演奏 

上記(1)と同じ課題とする。 

(3) 声楽及びピアノ演奏 

Ａ 下記の歌曲の中から 1 曲を選び演奏する。 

イタリア歌曲 日本歌曲 

S.Donaudy : Spirate pur, spirate (As-dur)      小林秀雄：落葉松 (F-dur, Des-dur) 
ドイツ歌曲 

R.Schumann : Widmung (As-dur, Ges-dur) 
Ｂ ピアノ演奏 

上記(1)と同じ課題とする。 

受験番号
※ 

 







令和2年度

一般入試学生募集要項

＊ 教育学部
＊ 地域科学部
＊ 医 学 部
＊ 工 学 部
＊ 応用生物科学部

（出願期間）令和2年1月27日（月）～2月5日（水）17時必着
※出願にあたって，インターネット出願サイトでの登録（入力可能期間1月
27日（月）10時～2月5日（水）13時）及び検定料の支払いが必要です。
出願書類の提出は郵送に限ります。
出願期間後に到着したものは受理できません。ただし，2月3
日（月）以前（2/3を含む）の発信局（日本国内）消印のある簡
易書留速達郵便に限り，期間後に到着した場合でも受理します。

【重　　要】

〈問い合わせ先一覧〉　※質問等は，原則として志願者本人がお問い合わせください。

志 望 学 部 等 担　　当　　係 電話番号（直通） 所　在　地

入試の全般的なこと 学 務 部 入 試 課 058-293-2156，2157，2180

〒 501-1193
岐阜市柳戸 1 番 1

教 育 学 部 教 育 学 部 学 務 係 058-293-2359，2206

地 域 科 学 部 地 域 科 学 部 学 務 係 058-293-3025，3009

工 学 部 工 学 部 学 務 係 058-293-2371，2372

応 用 生 物 科 学 部 応用生物科学部学務係 058-293-3409，2838

医 学 部 医 学 科 医学部医学科学務係 058-230-6075，6077 〒 501-1194
岐阜市柳戸 1 番 1医 学 部 看 護 学 科 医学部看護学科学務係 058-293-3217，3218

月曜日～金曜日（年末年始・祝日等を除く。）9：00 から 17：00 まで
岐阜大学ホームページ　https://www.gifu-u.ac.jp/

　試験当日（2 月 25 日，3 月 12 日のみ）における受験上の留意事項等のお知らせを，2 月 20 日頃
までに岐阜大学ホームページに掲載します。予告なく更新することがありますので，受験前は特
に注意してください。

令和元年 11 月発行　編集：岐阜大学学務部入試課
インターネット出願サイトでの入力は必ず志願者本人が行ってください。

問い合わせは，原則として志願者本人からしてください。


